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福
島
県
伊
達
市
成
林
寺
様
で
、
平
成
26
年
3

月
10
日
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
主
催
、
全

日
本
仏
教
青
年
会
の
共
催
で
、『
東
日
本
大
震
災
慰

霊
逮
夜
法
要
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
行
事
に
は
、

全
日
本
仏
教
青
年
会
の
方
が
た
や
全
国
各
地
の
曹

洞
宗
青
年
会
員
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
か
ら
約

１
５
０
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

11
時
30
分
よ
り
、
全
曹
青
災
害
復
興
支
援
部
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
宮
下
俊
哉
師
が
講
師
を
務
め「
避
難

所
と
し
て
の
寺
院
の
可
能
性
に
つ
い
て
」の
研
修
が

行
わ
れ
、
防
災
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
必
要
性
、
備
蓄

品
の
管
理
方
法
や
参
考
例
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
応
答
の
際
に
は
具
体
的
な
質
問
が
多

く
、
災
害
時
の
寺
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
皆
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は「
備
蓄
食
品
の
調
理
実
習
」
と
し
て
、
境

内
の
炊
き
出
し
実
演
に
お
い
て
、
火
を
使
わ
ず
に
炊

け
る「
ア
ル
フ
ァ
米
」の
作
り
方
を
説
明
し
、そ
の「
ア

ル
フ
ァ
米
」と
典
座
寮
が
用
意
し
た
豚
汁
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
実
演
会
場
と
な
っ
た
テ
ン

ト
に
列
を
つ
く
り
、
思
い
思
い
の
場
所
で
食
事
を
す

る
光
景
は
、
実
際
の
炊
き
出
し
の
よ
う
で
し
た
。「
ア

ル
フ
ァ
米
」
を
食
し
た
こ
と
の
あ
る
参
加
者
は
少
な

く
、
炊
き
た
て
の
ご
飯
と
変
わ
ら
な
い
美
味
し
さ
に

皆
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
気
温
が
上
が
ら
な
い

寒
空
の
も
と
、
午
後
1
時
20
分
よ
り
境
内
の
納
経

塔
で
、
主
催
者
と
し
て
櫻
井
尚
孝
全
曹
青
会
長
よ

り
開
会
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
約
６
，
０
０
０
巻
の
写
経
を
納
め
る
べ
く
、

１
０
０
名
を
超
え
る
随
喜
僧
侶
と
共
に
、
納
経
諷

経
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
堂
に
移
動
し
、
午
後
2
時
20
分
よ

り「
全
日
本
仏
教
青
年
会
に
よ
る
慰
霊
法
要
」
が
、

同
理
事
長
で
あ
る
伊
東
政
浩
師
の
導
師
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。
法
要
の
始
ま
る
前
に
伊
東
政
浩
師

「東日本大震災慰霊逮夜法要
綴る願い、重ねる祈り～繋がる想いが未来を拓く」
開催レポート
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福
島
県
伊
達
市
成
林
寺

東
日
本
大
震
災
慰
霊
関
連
行
事

よ
り「
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
へ
の
支
援
や
祈
り
を
、

宗
派
の
垣
根
を
越
え
て
共
に
行
い
ま
し
ょ
う
」と
い

う
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
金
峯
山
青
年
僧
の
会
の

方
が
た
に
よ
る
法
螺
吹
奏
で
法
要
が
始
ま
り
ま
し

た
。
震
災
発
生
3
年
目
の
1
日
前
の
逮
夜
法
要
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
震
が
発
生
し
た
午
後
2
時

46
分
に
は
黙
祷
を
捧
げ
、
本
堂
は
鎮
魂
の
祈
り
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
法
要
再
開
後
、
全
国
日
蓮
宗
青

年
会
の
方
が
た
の「
咒
陀
羅
」と「
修
法
」に
よ
る
ご

祈
祷
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で「
四
弘

誓
願
」を
唱
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
に
よ
る「
慰
霊
法

要
施
食
会
」が
行
わ
れ
、
導
師
は
同
会
会
長
で
あ
る

富
澤
秀
樹
師
が
務
め
ま
し
た
。
参
列
の
皆
様
は
、

東
日
本
大
震
災
物
故
者
供
養
の
為
、
ま
た
早
期
復

興
を
願
っ
て
焼
香
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
山
形
曹
洞
宗
青
年
会
に
よ
る「
萬
燈
供

養
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
導
師
は
同
会
会
長
の
瀧
田

一
成
師
が
務
め
、
納
経
師
は
東
北
管
区
理
事
の
渡
辺

和
弘
師
が
務
め
ま
し
た
。
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
た
蝋

燭
、
ま
た
島
根
県
の
保
育
園
児
が
使
用
済
蝋
燭
か

ら
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル（
中
国
管
区
理
事
・
城
市
泰

紀
師
の
ご
縁
で
寄
贈
）も
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
綴
る
願
い
、
重
ね

る
祈
り
」と
い
う
主
題
の
よ
う
に
、
蝋
燭
の
灯
で
皆

の
想
い
が
繋
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
参
列
さ

れ
て
い
た
方
が
た
も
、
東
北
地
区
連
絡
協
議
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
東
北
は
ひ
と
つ
」の
言
葉
を
実
感

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

１
日
を
通
し
て
、
第
20
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る『
繋
が
る
想
い
が
未
来
を
拓

く
』を
主
催
者
で
あ
る
全
曹
青
会
員
自
ら
が
深
く
感

じ
ら
れ
る
法
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
想
い
を
40
周

年
記
念
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
事
業
や
今

後
の
広
報
活
動
を
通
し
て
、
少
し
で
も
次
代
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
誓
願
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
3
月
11
日
、
福
島
県
伊
達
市
成
林

寺
様
を
会
場
に
「
行
茶
活
動
」
並
び
に
「
東

日
本
大
震
災
慰
霊
法
要
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
か
ら
全
国
各
地
の
青
年
僧
侶
が
参
集
し
準

備
。
福
島
県
最
北
端
の
国
見
町
で
の
避
難
生
活
が

続
く
仮
設
住
宅
入
居
者
の
方
27
名
と
、
来
賓
の
宗

教
者
災
害
支
援
連
絡
会
代
表
・
島
薗ぞ

の

進
先
生
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

12
時
半
か
ら
の
昼
食
の
う
ど
ん
に
は
、
全
曹
青

災
害
復
興
支
援
部
の
伊
藤
和
貴
師
の
地
元
で
あ
る

静
岡
県
の
特
産
、
干
し
桜
え
び
が
添
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
行
茶
。
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
話
が

弾
み
、
仮
設
住
宅
の
方
が
私
達
僧
侶
を
気
遣
っ
て

下
さ
る
場
面
も
多
々
見
ら
れ
ま
し
た
。
筆
者
自
身

も
仮
設
住
宅
入
居
の
90
代
女
性
か
ら
お
茶
菓
子
を

手
渡
さ
れ
、「
若
い
か
ら
っ
て
縮
こ
ま
っ
て
ち
ゃ
ダ

メ
だ
よ
。
若
い
ん
だ
か
ら
し
っ
か
り
食
べ
て
し
っ

か
り
や
ん
な
よ
」
と
励
ま
さ
れ
、
心
が
洗
わ
れ
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う

か
、
こ
の
方
が
た
は
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
日
頃

か
ら
こ
う
し
て
無
財
の
七
施
を
行
じ
合
い
、
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

午
後
2
時
か
ら
は
福
島
県
曹
青
の
随
喜
者
７
人

と
合
流
し
、
東
北
管
区
理
事
・
渡
辺
和
弘
師
を
導

師
に
、慰
霊
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
法
要
は
、

前
日
に
納
経
諷
経
が
行
わ
れ
た
納
経
塔
前
で
修
行

さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、寒
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
中
、

仮
設
住
宅
入
居
者
の
方
が
た
の
体
調
を
考
慮
し
て

本
堂
で
お
勤
め
し
ま
し
た
。

　

法
要
後
は
、
福
島
県
長
秀
院
御
住
職
・
渡
邊
祥

文
老
師
の
御
法
話
。
最
初
に「
先
程
の
法
要
で
は
、

津
波
や
関
連
死
で
亡
く
な
っ
た
方
が
た
の
た
め
だ

け
で
な
く
〈
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
を
絶
対
に
忘
れ
ま

せ
ん
よ
、
地
元
に
帰
っ
て
か
ら
伝
え
ま
す
よ
〉
と

い
う
想
い
を
込
め
て
読
経
し
た
の
で
す
よ
」
と
の

ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
老
師
が
震
災
の

苦
難
の
中
で
見
聞
し
た
数
々
の
「
支
え
合
う
姿
」

を
ご
紹
介
さ
れ
、「
希
望
の
光
だ
け
は
絶
対
に
忘
れ

な
い
よ
う
に
、
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い
」
と
結
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
法
話
の
最
中
に
は
、
地
震
の
あ
っ
た

午
後
2
時
46
分
に
合
わ
せ
て
鐘
九
声
の
後
、
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。神
道
の
氏
子
さ
ん
、ク
リ
ス
チ
ャ

ン
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
、
皆
が
一
心
に
手
を
合
わ

せ
る
お
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
筆
者
も
思
わ
ず

取
材
用
の
カ
メ
ラ
か
ら
手
を
離
し
、
そ
っ
と
手
を

合
せ
ま
し
た
。
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平
成
26
年
３
月
11
日
、
岩
手
県
山
田
町
龍
泉

寺
様
を
会
場
に「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願・

物
故
者
供
養
」法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
要
に
先
立
ち
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
同
県
奥

州
市
金
性
寺
御
住
職
・
松
森
弘
隆
老
師
の
御
法
話

を
い
た
だ
き
、
午
後
２
時
46
分
に
合
わ
せ
殿
鐘
九

声
の
後
黙
祷
。
続
い
て
、
龍
泉
寺
御
住
職
・
石
ヶ
森

桂
山
師
を
導
師
に
、
復
興
祈
願
と
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
の
御
供
養
。
読
経
の
中
、
参
列
者
全
員
が
本

堂
正
面
で
の
焼
香
に
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

胸
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
堂
を
出
て
境
内
脇
に
あ
る「
活
動
の

灯
」前
に
移
動
し
、
全
曹
青
膝
舘
晋
哉
副
会
長
を
導

師
に
法
要
を
勤
め
、
こ
ち
ら
で
も
多
く
の
方
に
ご
焼

香
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

再
び
本
堂
に
戻
り
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
で
冷
え
た

体
を
温
め
な
が
ら
、
山
田
町
の
方
と
随
喜
の
僧
侶

が
並
ん
で
語
り
合
い
ま
し
た
。
震
災
の
日
の
事
、
今

日
ま
で
の
苦
労
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
と
不
安
。
被
災

地
以
外
か
ら
も
こ
の
想
い
を
共
有
し
、
一
緒
に
進
む

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
11
日
、
宮
城
県
角
田
市
及
び
亘

理
町
で
、「
東
日
本
大
震
災
慰
霊
関
連
行
事
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
灯
前
法
要11

日
午
前
10
時
半
よ
り　

　

全
曹
青
災
害
復
興
支
援
部
及
び
東
日
本
大
震
災

災
害
対
策
本
部
復
興
支
援
室
分
室
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
宮
城
県
角
田
市
の
自
照

岩
手
県
山
田
町
龍
泉
寺　

3
月
11
日

復
興
祈
願
・
慰
霊
法
要
、
活
動
の
灯
前
法
要

宮
城
県

角
田
市
・
亘
理
町

東
日
本
大
震
災
慰
霊

関
連
行
事
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院
様
は
、
全
曹
青
の
震
災
復
興
支
援
の
後
方
支
援

拠
点
と
な
っ
た
お
寺
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
証
と
し

て
、
ま
た
、
今
後
の
復
興
支
援
活
動
継
続
を
誓
願

す
る
目
的
で
境
内
に「
活
動
の
灯
」が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
法
要
の
導
師
と
し
て
自
照
院
御
住
職
・
錦

織
泰
禅
老
師
を
お
迎
え
し
、
ま
た
、
自
照
院
梅
花

講
の
皆
さ
ん
に
よ
る
御
詠
歌
の
お
唱
え
の
も
と
、
慰

霊
供
養
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。
法
要
後
、
安
達

瑞
樹
全
曹
青
副
会
長
が
活
動
の
灯
前
に
て
挨
拶
を

し
、
今
後
も
継
続
的
に
復
興
支
援
活
動
に
取
り
組

む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

當
行
寺
様
に
お
け
る

慰
霊
・
復
興
祈
願
法
要
随
喜

11
日
午
後
2
時
よ
り　

　

活
動
の
灯
前
法
要
の
後
、
沿
岸
部
に
あ
る
亘
理

町
に
移
動
。
活
動
の
灯
前
法
要
に
随
喜
し
た
6
名

が
、
引
き
続
き
当
町
當
行
寺
様
に
て
慰
霊
・
復
興

祈
願
法
要
に
随
喜
い
た
し
ま
し
た
。
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
お
檀
家
様
の
提
灯
が
灯
る
本
堂
で
行
わ

れ
た
慰
霊
法
要
に
は
ご
遺
族
が
多
数
参
列
さ
れ
、

読
経
と
御
詠
歌
が
奉
詠
さ
れ
る
中
、
一
心
に
手
を
合

わ
せ
ご
焼
香
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
厳
修
さ
れ

た
復
興
祈
願
の
大
般
若
祈
祷
で
は
、
宮
城
一
円
か
ら

参
集
さ
れ
た
随
喜
寺
院
と
共
に
、
大
般
若
経
を
転

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荒
浜
公
民
館
に
お
け
る

慰
霊
法
要
・
行
茶
活
動

11
日
午
後
2
時
よ
り　

　

當
行
寺
様
で
の
法
要
と
並
行
し
て
、
ほ
ど
近
く

に
あ
る
荒
浜
公
民
館
内
ホ
ー
ル
で
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
酒
井
泰
寛
総
合
企
画
副
委
員
長
が
法
話
。

ホ
ー
ル
内
で
午
後
2
時
46
分
に
黙
祷
を
行
っ
た
後
、

慰
霊
法
要
を
厳
修
し
、
参
列
者
に
ご
焼
香
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
茶
活
動
に
移
行
い
た
し
ま

し
た
。
荒
浜
地
区
で
は
、
落
語
の
披
露
も
含
め
て
何

度
か
行
茶
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
亘
理

町
社
会
福
祉
協
議
会
さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
に
は
、
上
智
大

学
の
学
生
さ
ん
や
一
般
の
方
も
参
加
さ
れ
、
終
始
和

や
か
な
中
で
も
、
最
近
の
困
り
ご
と
な
ど
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
3
月
11
日
、
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年

会
主
催
の
慰
霊
行
脚
並
び
に
大
川
小
学
校
で

慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
風
花
の
舞
う
風
の
強
い
大
変
寒
い
日
で
し

た
が
、
集
合
会
場
と
な
り
ま
し
た
江
林
寺
様
に
は

53
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
た
の
ち
、
多
く
の
児
童
職

員
の
方
が
亡
く
な
っ
た
大
川
小
学
校
周
辺
と
、
港
や

病
院
等
で
多
く
の
被
害
が
出
た
雄
勝
地
域
～
天
雄

寺
様
の
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
慰
霊
行
脚
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
法
要
の
会
場
と
な
る
大
川
小
学
校
で
合
流

し
た
一
行
は
、
集
ま
っ
た
多
く
の
遺
族
の
方
、
宮
城

県
石
巻
市
大
川
地
区
の
他
宗
を
含
め
た
御
寺
院
様

と
共
に
午
後
2
時
46
分
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
宮

城
県
第
12
教
区
祥
雲
寺
・
矢
口
好
文
御
住
職
を
導

師
に
仰
ぎ
、
慰
霊
法
要
を
営
み
ま
し
た
。

　
「
津
波
に
襲
わ
れ
た
沿
岸
部
を
中
心
に
、
被
災
さ

れ
た
方
が
た
の
慰
霊
と
、
ご
遺
族
の
方
や
地
域
の
方

が
た
の
安
心
を
目
的
に
」と
の
想
い
で
行
わ
れ
た
慰

霊
行
脚
で
す
が
、
道
行
く
方
が
そ
っ
と
手
を
合
わ
せ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

宮
城
慰
霊
行
脚

取材・文／	長岡俊成（広報委員長）・岡本真宰（広報副委員長）・
	 宮入真道（広報副委員長）・加藤芳憲（広報委員）・
	 長岡宏宗（広報委員）
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第
５
回
執
行
部
会

　

平
成
26
年
１
月
14
日
午
後
３
時
よ
り
、
第
５
回

執
行
部
会
が
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
３
階
菊
の
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
各
種
記
念
事
業
を
企
画
し
て
き
ま
し
た

が
、
予
算
の
削
減
や
、
海
外
徒
弟
研
修
を
予
定
し

て
い
た
タ
イ
国
の
政
情
不
安
な
ど
様
々
な
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
事
業
全
体
も
大
幅
な
見
直
し
の
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。
櫻
井
会
長
、
荒
木
道
宗
40
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
長
か
ら
の
現
状
報
告
の
後
、

全
体
で
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
見
直
し
、
各
事
業
の

関
係
者
に
分
か
れ
て
の
分
散
会
を
経
て
再
び
全
体

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
方
向
性
を
左
右
す
る
大
事
な
話
し
合
い

の
為
、
数
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
執
行
部
会

　

平
成
26
年
２
月
６
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
第

６
回
執
行
部
会
が
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
３
階
菊
の

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
か
ら
活
動
報
告
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

■
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

・
青
少
年
教
化
事
業
／

　
　
　

全
国
徒
弟
研
修
会
の
企
画
検
討

・
傾
聴
研
修
事
業
／

　
　
　

第
４
回
研
修
会
ま
で
の
確
認

・
一
般
対
象
事
業
／

　
　
　

味
来
食
堂
の
事
業
計
画

・
記
念
式
典
事
業（
祝
賀
会
・
基
調
講
演
）／

　
　
　

会
場
設
定
・
基
調
講
演
講
師
の
確
認

・
記
念
誌
事
業
／

　
　
　

広
報
委
員
会
と
共
同
で
作
成

■
総
合
企
画
委
員
会

・「
願
い
を
ひ
と
つ
に
」

　

写
経
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在

・
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
集
計
経
過
報
告

・
頒
布
物
受
注
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
メ
ー
ル
に
つ
い
て

・
新
頒
布
物
に
つ
い
て

■
広
報
委
員
会

・
広
報
誌
『
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
』
の
編
集
状
況

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

　

公
式
サ
イ
ト
『
般
若
』
に
つ
い
て

■
国
際
特
別
委
員
会

・
京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４
併
催
／

　

Inter Faith

諸
宗
教
対
話
駅
伝
等
の
イ
ベ
ン
ト

■『
観
世
ふ
ぉ
ん
』
特
別
委
員
会

・『
禅
の
友
』『
き
ゃ
ら
』
等
へ
の
広
告
掲
載

■
事
務
局

・
３
月
10
日
に
予
定
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災

　

慰
霊
逮
夜
法
要
の
具
体
的
な
提
案

・
平
成
26
年
東
大
寺
千
僧
法
要
に
つ
い
て

・
愛
知
県
梅
花
流
60
周
年
記
念
奉
詠
大
会

　

お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

■
災
害
復
興
支
援
部

・
活
動
経
過
報
告
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
納
経
塔
・
活
動
の
灯
前
で
の

　

慰
霊
法
要
に
つ
い
て

・
ふ
く
し
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

・
支
援
部
会
計
報
告

第
６
回
理
事
会

　

平
成
26
年
２
月
７
日
午
前
10
時
よ
り
、
第
６
回

理
事
会
が
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
３
階
菊
の
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
執
行
部
会
の
上
程
議
案
を
理
事
の
方
が

た
に
御
確
認
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年
度

第
１
回
執
行
部
会
・
理
事
会

　

今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
執
行
部

会
・
理
事
会
が
、
平
成
26
年
4
月
16

日
・
17
日
、
ベ
ル
サ
ー
ル
芝
公
園
及

び
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
執
行
部
会
の
冒
頭
で
は
、

櫻
井
会
長
が「
い
よ
い
よ
40
周
年
記

念
事
業
が
本
格
化
す
る
。
皆
さ
ん
の

よ
り
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
、
早
速
、
40
周
年
記

念
事
業
に
関
す
る
審
議
を
開
始
し
ま

し
た
。
会
議
の
前
半
で
は
、
40
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
か
ら
9
名
が

参
加
し
、
執
行
部
全
体
で
、
40
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て（
と
り
わ
け
全
国
徒
弟
研
修
会

に
つ
い
て
）検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
委
員
会
・

事
務
局
・
災
害
復
興
支
援
部
か
ら
活
動
報
告
が
発

表
さ
れ
、
そ
の
上
で
、
上
程
議
案「
全
曹
青
オ
リ
ジ

ナ
ル
散
華
の
頒
布
に
つ
い
て
」「
華
燭
の
典
の
追
加
制

作
に
つ
い
て
」が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
執
行

部
会
と
同
時
並
行
で
行
わ
れ
た
監
査
を
、
会
計
・

監
事
・
各
委
員
会
会
計
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
午
後
か
ら
は
各
管
区
理
事
が
参
集
し

て
理
事
会
が
開
会
。「
各
位
に
は
、
思
い
込
み
を
排
し

て
い
た
だ
き
、
慎
重
審
議
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

櫻
井
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
執
行
部
会
で
確
認
さ

れ
た
各
議
案
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
間
に
渡
る
、
執
行
部
会
・
理
事
会
は
、
40
周
年

記
念
事
業
の
大
き
な
山
場
と
な
る
、「
40
周
年
記
念
式

典
」に
向
け
て
、
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
の
で
き

た
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
会
員
・

Ｏ
Ｂ
諸
兄
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。平成26年度第1回理事会の様子
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想
い
を
繋
げ
る
〜
40
周
年
記
念
事
業　

い
よ
い
よ
本
格
ス
タ
ー
ト
！

―
40
周
年
記
念
事
業
各
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意

し
た
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

①『
全
国
徒
弟
研
修
会 w

ith 

国
際
子
ど
も
禅
の
つ

ど
い
〜
未
来
へ
向
け
て
の
大
い
な
る
足
音
〜
』

　

何
よ
り
、
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山
韶
碩
禅
師

６
５
０
回
大
遠
忌
と
い
う
節
目
の
年
に
、
大
本
山
總

持
寺
に
お
い
て
開
催
で
き
る
点
に
意
義
が
あ
り
ま

す
。
全
国
規
模
で
の
徒
弟
研
修
会
も
未
だ
か
つ
て
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
参
加
す

る
徒
弟
が
、
禅
師
様
と
と
も
に
法
要
を
勤
め
る
事

が
で
き
、
さ
ら
に
、
法
要
後
は
禅
師
様
よ
り
絡
子

を
御
親
授
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
何
よ
り
の
経
験
と
感
動
を
得
ら
れ
る
も
の
と

確
信
い
た
し
ま
す
。
や
が
て
成
長
し
、
参
加
し
た
徒

弟
が
、
そ
の
絡
子
を
掛
け
て
、
御
本
山
に
上
山
し
て

く
れ
れ
ば
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
で
は
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な

り
、
今
後
全
国
で
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う「
徒
弟
研

修
会
」な
ど
で
展
開
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
す
。
ま
た
、
全
曹
青
の
特
徴
で
あ
り
、
ら
し
さ
の

一
つ
で
あ
る「
国
際
的
活
動
」の
一
環
と
し
て
、
全
日

本
仏
教
青
年
会
な
ど
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

「
海
外
の
仏
教
徒
と
の
つ
な
が
り
」
を
活
か
し
、
国

境
を
超
え
て
仏
教
徒
同
士
と
し
て
連
帯
し
、
ま
た
、

お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う
機
会
に
な
れ
ば
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
味
来
食
堂
〜
僧
食
を
学
ぼ
う

　

こ
の
事
業
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は「
参
加
の
し
や

す
さ
」で
す
。
お
寺
と
接
点
の
ほ
と
ん
ど
な
い
都
市

生
活
者
に
と
っ
て
、
お
寺
で
の「
精
進
料
理
教
室
」

の
参
加
者
の
ハ
ー
ド
ル
は
こ
ち
ら
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
高
く
、
都
心
の
料
理
教
室
で
の
開
催
は
、
そ
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
意
図
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
安
心
・

安
全
な
食
」と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
学
ん
で
い

た
だ
く
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
化
学
調
味
料
を

使
わ
ず
、
ま
た
、
食
品
添
加
物
の
使
わ
れ
て
い
な
い

素
材
や
調
味
料
を
使
い
、
い
か
に
手
間
な
く
調
理
で

荒
木
道
宗
委
員
長
に
聞
く

特
集
2

40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
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き
る
か
を
体
験
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
取
組
の
中
で
、

国
際
的
に
も「M

O
T

T
A

IN
A

I

」と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る「
勿
体
＝
も
の
の
本
質
」を
知
り
、
そ
れ

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
い
た
だ
く
、
と
い
う
精
神
を
お

伝
え
し
た
い
。

　

ま
た
、
昨
今
は
味
噌
汁
そ
の
も
の
を
作
ら
な
い

方
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
和
食
の

基
本
で
あ
る
出
汁
の
と
り
方
が
わ
か
ら
な
い
方
も

多
い
。
本
事
業
で
は
、
精
進
料
理
に
お
け
る
出
汁
の

と
り
方
が
、
い
か
に
容
易
な
も
の
か
を
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
精
進
料
理
に
対
し
て
一
般
の
方
が
あ
ま

り
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
印
象
を
持
つ
中
で
、
気
軽
に

取
り
組
め
る
入
口
を
ま
ず
は
ご
用
意
し
ま
し
た
。
精

進
料
理
が
、
宗
門
に
お
け
る
優
良
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず

は
そ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
事
業
は
、全
曹
青
が
受
け
継
い
で
き
た「
大

衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
」を
具
現
化
し
た
も
の
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
傾
聴
研
修
会

　

全
曹
青
で
は
、
第
18
期
よ
り
基
幹
事
業
と
し
て

「
電
話
相
談
員
養
成
事
業
」に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
計
ら
ず
と
も
そ
の
経
験
が
、
東
日
本
大
震
災

発
災
後
の
被
災
地
に
お
い
て
、
実
地
で
試
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。
全
曹
青
会
員
の
多
く
が
、
被
災
地

で
の
行
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
り
、
そ
の
現
場
で

「
傾
聴
」の
ス
キ
ル
が
活
か
さ
れ
、
全
曹
青
の
被
災
地

支
援
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、

「
傾
聴
」の
原
理
・
原
則
に
立
ち
返
り
、「
傾
聴
」を
体

系
的
に
深
く
学
び
直
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
全

曹
青
の
諸
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た「
傾
聴
」
す
る
そ

の
姿
勢
と
そ
の
手
段
を
、
こ
の
40
周
年
の
節
目
に
全

国
の
会
員
と
共
に
捉
え
な
お
す
目
的
で
す
。

　

被
災
地
の
福
島
で
開
催
す
る
第
２
回
傾
聴
研
修

会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
被
災
地
の
現
状
を
自
ら

の
体
験
を
通
し
て
知
る
た
め
に
も
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
会
員
諸
兄
の
参
集
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

④
40
周
年
記
念
式
典

　

式
典
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
歴
代
会
長
並
び
に

各
期
出
向
者
の
皆
さ
ま
に
、
ど
の
よ
う
な
想
い
を

も
っ
て
、
ま
た
、
議
論
が
あ
っ
て
、
各
事
業
を
推
進

し
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
率
直
に
お

聞
き
し
、
そ
れ
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
財
産

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
輩
方
の
想

い
と
同
時
に
、当
時
の
悩
み
を
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、

現
役
の
私
た
ち
の
悩
み
の
共
有
と
と
も
に
、
全
曹
青

40
年
の
歩
み
の
中
で
底
流
に
流
れ
て
い
た
想
い
・
悩

み
・
そ
し
て
そ
の
打
開
策
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

2
日
目
に
御
講
演
い
た
だ
く
青
山
俊
董
老
師
に

は
、
本
当
に
数
多
く
の
機
会
に
全
曹
青
と
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
ご
縁
の
あ
る
老
師

を
お
招
き
で
き
る
こ
と
に
、尊
い
仏
縁
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
全
曹
青
発
足
当
時
は
、
尼
僧
団
の
方
も
役

員
と
し
て
名
を
連
ね
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
又
、

曹
洞
宗
の
誇
る
べ
き
足
跡
で
す
。
今
回
の
御
講
演

を
機
縁
に
し
て
、
尼
僧
の
方
が
た
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
も
思
っ
て
お
り
ま

す
。
禅
文
化
学
林
と
し
て
開
催
さ
れ
る
記
念
式
典

で
す
か
ら
、
広
く
一
般
の
方
が
た
に
参
集
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑤
40
周
年
記
念
誌『
40
＋
』

　

私
自
身
、
今
回
の
こ
の
40
周
年
と
い
う
節
目
は
、

50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
向
け
て
の「
つ
な
ぎ

め
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
記

念
誌
は
、
30
周
年
か
ら
40
周
年
に
か
け
て
の
10
年

間
を
し
っ
か
り
と
ふ
り
か
え
り
、
総
括
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
般
、
そ
の
10
年
の

間
に
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に
お
集
り

い
た
だ
き
、「
皆
さ
ん
の
考
え
る
、
全
曹
青
ら
し
さ
と

は
？
」
と
い
う
問
い
か
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
お
答
え
を
軸
に
、
い
く
つ
も
の
自
然
災
害

を
経
験
し
た
激
動
の
10
年
間
に
お
い
て
、
全
曹
青

会
員
が
何
を
想
い
、
ど
う
行
動
し
、
前
の
期
か
ら

自
分
の
期
へ
と
何
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
次
の
期
に

ど
う
引
き
継
い
だ
の
か
を
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
ら
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
40
周
年
記
念
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
留
意
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
繋
が
る
想
い
が
未
来
を
拓

く
」に
則
っ
た
企
画
の
立
案
、
実
施
を
し
て
い
る
点

で
す
。
40
周
年
と
い
う
、
い
わ
ば「
中
継
ぎ
」の
節

目
で
あ
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
各
事
業
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
多
方
面
に
亘
る

事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
曹
青

に
対
す
る
間
口
を
拡
げ
る
と
い
う
方
針
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
宗
門
に
は
、
坐
禅
、
写
経
、
精
進
料
理

「この40周年という節目は
50周年に向けての繋ぎ目
しっかりと振り返って
総括をしておく」
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な
ど
、
多
く
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
、「
大
衆

教
化
の
接
点
を
求
め
て
」と
い
う
方
針
の
も
と
で
活

か
し
、
社
会
の
中
に
ど
う
そ
の
接
点
を
築
く
の
か
、

そ
の
点
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
ら
を
展
開
す
る
各
加
盟
曹
青
の
地
元
に
は
極
力

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
留
意
し
て
お
り
ま
す
。
全

曹
青
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
、
各

管
区
の
皆
さ
ま
と
共
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

―
40
周
年
記
念
事
業
を
推
進
す
る
中
で
、
次
の
期

や
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

そ
の
期
に
集
っ
た
全
国
の
曹
青
会
か
ら
の
出
向
者

と
各
加
盟
団
体
が
、
双
方
向
で
交
流
を
行
う
こ
と

が
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
お
互
い
の
存
在
や
活
動
を
認
め
合
う
と
い

う
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
資
す
る
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

さ
ら
に
は
、
頒

布
物
の
紹
介
に
よ
る
波
及
力
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
荒
木
委
員
長
の
考
え
る
、「
全
曹
青
ら
し
さ（
イ
ズ

ム
）」と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
質
問
に
対
し
て
は
、
私
は
明
確
な
答
え
を

未
だ
見
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
思
う
と
こ
ろ
と
し
て

は
、「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、

全
曹
青
も
創
立
か
ら
40
周
年
を
迎
え
て
不
惑
の
年

齢
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
40
周
年
を
機
に
、
地
に
足

を
つ
け
た
上
で
、
そ
ろ
そ
ろ「
全
曹
青
ら
し
さ
」
と

は
何
か
に
つ
い
て
、
関
わ
る
人
全
て
が
考
え
、
そ
れ

を
形
成
・
共
有
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
私
自
身
が
危
惧
し

て
い
る
の
は
、
青
年
僧
侶
ら
し
い
、
自
由
闊
達
な
雰

囲
気
や
勢
い
、
発
想
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
過
去

の『
曹
青
通
信
』を
見
て
い
る
と
、
今
よ
り
も
全
曹

青
全
体
が
自
由
闊
達
で
、
活
き
活
き
と
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会
則
や
前

例
を
重
視
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
に
、
会
員
が
萎
縮
し
、

ま
た
、
会
の
運
営
が
硬
直
化
・
官
僚
化
し
て
い
な
い

か
点
検
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
加
盟
各
曹
青
会
、
全
曹
青
会
員
へ
の

呼
び
か
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

40
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
い
よ
い
よ
、
会
と

し
て
の「
ら
し
さ
」
や
未
来
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い

「
想
い
」を
考
え
ら
れ
る
年
に
な
っ
た
と
い
う
感
が
あ

り
ま
す
。
私
自
身
、
師
匠
が
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
て

い
た
と
い
う
縁
も
あ
り
ま
す
し
、
40
年
と
い
う
歳
月

は
私
自
身
の
年
齢
と
も
重
な
り
ま
す
。
導
か
れ
て

委
員
長
を
務
め
て
い
る
と
い
う
想
い
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
、
共
に
、
そ
の
瞬
間
や
場
に
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
が
た
に
立
ち
会
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
輩
方
に
は
、
ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。過
去
に
皆
様
方
が
感
じ
た
想
い
を
、

私
た
ち
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。聞

き
手
・
構
成
／
広
報
委
員
長　

長
岡
俊
成

「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
の
言
葉
通
り

全
曹
青
ら
し
さ
を
と
ら
え
直
し
て

皆
で
共
有
す
る
成
熟
期
に
進
む
べ
き
」
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記念誌『40+』
記念誌事業ではタイトルを『40+（プラス）』として全曹青40
年間の活動を紹介して参ります。特に15期30周年より現在
20期までの会長をお務めになられた方に当時を振り返って
いただき、この10年間の全曹青の軌跡を浮き彫りにしてい
く所存です。また、40周年記念事業であります記念式典、
傾聴研修会、味来食堂、徒弟研修会と各事業の様子を紹介
並びに告知させていただきます。全
曹青が50年100年と活動していく上
で振り返って見ていただけるような
記念誌にして参ります。
担当者／神作紹道

（副委員長・宮城県曹洞宗青年会）

味来食堂
料理教室という形を通じ、一般の方がたへ僧侶が作る料理
を学び親しんでいただく取り組みです。近年の様々な食に
対しての変化に伴い、今我々のもつ精進料理というものに
は世間からも高い関心をもたれています。そこでただ健康
志向ということだけではなく、食のまごころを我々と共に学
んでいただきたいものです。これ
から6月、7月、9月と都内で料理
教室を開催いたします。布教教化
の可能性を広げるため我々も精進
して参ります。
担当者／河口智賢

（委員・曹洞宗山梨県青年会）

記念式典
全曹青40周年記念式典は、40年の歴史の中に刻み込まれて
きた先輩諸老師の精進と智慧への感謝の意を表し、更なる
会の発展を誓うべく執り行います。
式典に引き続いてのパネルディスカッションでは、創立よ
り今日までの活動を映像にまとめ、その時代を担った方が
たには懐かしく、また他の方にも興味深く分かりやすくご
覧いただけると思います。
この記念式典の盛況を願い、何卒
ご参集いただきます様、伏してお
願い申し上げます。
担当者／渡邊亮弘

（委員・東三河曹洞宗青年会）

傾聴研修会
全曹青各会員の皆さまと、「傾聴」するその姿勢とその手段
を捉えなおす目的で開催いたします。既に第1回目を福岡県
安國寺様にて終え、6月下旬には第2回目を福島県で開催い
たします。この福島においては「声なき声に耳を澄ます」と
いうテーマで行います。傾聴の基礎を学ぶ中で青年宗侶の
意識の共有を図り、また発災から3年目の被災地の現状を捉
えなおす機会になればと考えてお
ります。計4回の開催を予定してお
りますので、是非ともご参集くださ
いますよう、お願い申し上げます。
担当者／野田志裕

（委員・宮崎県曹洞宗青年会）

全国徒弟研修会
徒弟研修事業は大本山總持寺 二祖峨山韶碩禅師650回大遠
忌の記念事業と協働し、『全国徒弟研修会　with　国際子ど
も禅のつどい～未来へ向けての大いなる足音～』として大本
山總持寺様に於いて開催いたします。
現段階で、参加者が様々な出会いや経験を通して、楽しみな
がら学べる、かなりドキドキわくわくしていただけるような企
画を、盛り沢山計画しております。参加条件の整った子弟が
居られる方は、是非ご検討ください。
なお、本山内でご移動の際はご自身
の大いなる足音は控え目に、お静か
にご移動いただきますよう伏してお
願い申し上げます。
担当者／加藤月海

（委員・大阪曹洞宗青年会）

担当者が
意気込みを語る
40周年記念事業
ここがポイント！
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全国曹洞宗青年会の活動は皆さまの賛助費に支えられております。
この度もご協力いただき誠に有難うございました。

東京都	 青松寺	 様
東京都	 観栖寺	 様
東京都	 青松寺	 様
東京都	 泉岳寺	 様
東京都	 清巌寺	 様
東京都	 雲慶院	 様
東京都	 靜勝寺	 様
神奈川県	西有寺	 様
神奈川県	東照寺	 様
神奈川県	宗泉寺	 様
神奈川県	泉秋寺	 様
埼玉県	 全龍寺	 様
埼玉県	 鈴木 みつ  様
埼玉県	 廣徳院	 様
群馬県	 龍海院	 様
栃木県	 成高寺	 様
栃木県	 大中寺	 様
茨城県	 龍心寺	 様
千葉県	 重俊院	 様
千葉県	 満蔵寺	 様
千葉県	 慶林寺	 様
千葉県	 春山寺	 様
山梨県	 法久寺	 様
山梨県	 円通院	 様
静岡県	 普門院	 様
静岡県	 顕光院	 様
静岡県	 医王寺	 様
静岡県	 松久院	 様
静岡県	 旭傳院	 様
静岡県	 円応寺	 様
静岡県	 栄林寺	 様
静岡県	 正法寺	 様
静岡県	 礼雲寺	 様
静岡県	 窓泉寺	 様
静岡県	 宝持院	 様
静岡県	 源光院	 様
静岡県	 久翁寺	 様
静岡県	 観音寺	 様
静岡県	 正泉寺	 様
静岡県	 高林寺	 様

静岡県	 正醫寺	 様
静岡県	 宗心寺	 様
愛知県	 興昌寺	 様
愛知県	 安楽寺	 様
愛知県	 天桂寺	 様
愛知県	 寶珠院	 様
愛知県	 松月寺	 様
愛知県	 成福寺	 様
愛知県	 福田寺	 様
愛知県	 青原寺	 様
愛知県	 西福寺	 様
愛知県	 長養院	 様
愛知県	 慶泉寺	 様
愛知県	 常楽寺	 様
愛知県	 太平寺	 様
岐阜県	 悟春院	 様
岐阜県	 久昌寺	 様
三重県	 四天王寺  様
三重県	 一心院	 様
三重県	 剣光寺	 様
三重県	 庭岩寺	 様
三重県	 長楽寺	 様
三重県	 大智院	 様
三重県	 高泉庵	 様
三重県	 東陽寺	 様
京都府	 智源寺	 様
京都府	 宝泉寺	 様
京都府	 善光寺	 様
京都府	 徳運寺	 様
大阪府	 月泉寺	 様
大阪府	 黄梅寺	 様
大阪府	 南昌寺	 様
奈良県	 薬師寺	 様
和歌山県	宗應寺	 様
兵庫県	 向榮寺	 様
兵庫県	 大龍寺	 様
兵庫県	 兵庫県第二宗務所
	 青年会	 様
岡山県	 岡山県曹洞宗青年会 様
岡山県	 済渡寺	 様

広島県	 聖光寺	 様
広島県	 清光寺	 様
広島県	 潮音寺	 様
山口県	 亨徳寺	 様
山口県	 弘済寺	 様
鳥取県	 海蔵寺	 様
島根県	 玉雲寺	 様
島根県	 松源寺	 様
島根県	 石見曹洞宗青年会  様
島根県	 宗淵寺	 様
島根県	 円光寺	 様
愛媛県	 興雲寺	 様
愛媛県	 晴光院	 様
愛媛県	 大通寺	 様
愛媛県	 西禅寺	 様
福岡県	 法恩寺	 様
大分県	 長安寺	 様
長崎県	 洪徳寺	 様
長崎県	 智性院	 様
長崎県	 東光寺	 様
佐賀県	 本光寺	 様
佐賀県	 長得寺	 様
熊本県	 熊本県第一宗務所	様
熊本県	 岩崎 哲秀  様
宮崎県	 法泉寺	 様
長野県	 蕃松院	 様
長野県	 大徳寺	 様
長野県	 広徳寺	 様
長野県	 検校庵	様
長野県	 頼岳寺	 様
福井県	 空印寺	 様
東北管区大会での募金浄財
新潟県	 雲居寺	 様
新潟県	 耕隆庵	 様
新潟県	 東岸寺	 様
新潟県	 不動寺	 様
新潟県	 海天寺	 様
新潟県	 松泉寺	 様
新潟県	 妙喜寺	 様
新潟県	 雲泉寺	 様

福島県	 吉祥院	 様
福島県	 法界寺	 様
福島県	 龍雲寺座禅会  様
福島県	 龍徳寺	 様
福島県	 成林寺	 様
福島県	 正法寺	 様
福島県	 性源寺	 様
福島県	 浄圓寺	 様
福島県	 曹洞宗福島県青年会
	 カレンダー委員会	 様
福島県	 曹洞宗福島県青年会 様
宮城県	 自照院	 様
宮城県	 城國寺	 様
宮城県	 城皇寺	 様
宮城県	 大永寺	 様
宮城県	 西光院	 様
岩手県	 大光寺	 様
岩手県	 聖福寺	 様
岩手県	 長泉寺	 様
岩手県	 光西寺	 様
青森県	 蘭庭院	 様
青森県	 澄月寺	 様
青森県	 大安寺	 様
青森県	 常光寺	 様
青森県	 乘照寺	 様
山形県	 永源寺	 様
山形県	 長渕寺	 様
山形県	 正徳寺	 様
山形県	 耕源寺	 様
山形県	 長泉寺	 様
山形県	 光岳寺	 様
秋田県	 能持院	 様
秋田県	 長泉寺	 様
秋田県	 東林寺	 様
秋田県	 鳳来院	 様
秋田県	 長泉寺	 様
秋田県	 鱗勝院	 様
北海道	 道貫寺	 様
北海道	 孝徳寺	 様
北海道	 興禅寺	 様

298	 長谷寺	 様
377	 宝積寺	 様
399	 法界寺	 様
461	 正法寺	 様

●宮城県	 	
47	 西光院	 様
149	 喜松院	 様
319	 大永寺	 様
324	 光厳寺	 様
440	 城國寺	 様
475	 城皇寺	 様

●岩手県	
23	 清雲院	 様
28	 聖福寺	 様
81	 円城寺	 様
171	 光西寺	 様

平成26年 1 ／1 〜 3 ／31取扱い分ボランティア基金感謝録

185	 長泉寺	 様
186	 大光寺	 様
269	 龍泉寺	 様
	
●青森県	 	
22	 惠林寺	 様
27	 蘭庭院	 様
38	 清凉寺	 様
48	 松源寺	 様
80	 法円寺	 様
100	 澄月寺	 様
119	 大安寺	 様
180	 中央院	 様
189	 乘照寺	 様

●山形県第１	 	
12	 正徳寺	 様
23	 耕源寺	 様

32	 安養寺	 様
101	 長泉寺	 様
117	 永源寺	 様
146	 現福寺	 様
224	 長泉寺	 様
242	 定泉寺	 様
	
●山形県第２	 	
322	 洞松寺	 様
345	 光岳寺	 様	

●山形県第３	 	
465	 総穏寺	 様
515	 長徳寺	 様
595	 荒川寺	 様
641	 宝泉寺	 様
708	 光浄寺	 様
718	 長渕寺	 様

738	 善応寺	 様
	
●秋田県	 	
1	 鱗勝院	 様
79	 東林寺	 様
85	 寶圓寺	 様
165	 能持院	 様
179	 長泉寺	 様
180	 龍泉寺	 様
187	 西光寺	 様
235	 龍巌寺	 様
241	 安楽寺	 様
252	 長泉寺	 様
258	 鳳来院	 様
260	 松庵寺	 様
265	 倫勝寺	 様
323	 恩徳寺	 様

●北海道第１	 	
69	 大林寺	 様
254	 北大寺	 様

●北海道第２	 	
102	 興禅寺	 様
187	 放光寺	 様
190	 禅林寺	 様
241	 孝徳寺	 様
248	 総泉寺	 様
359	 東明寺	 様
454	 大禅寺	 様
	
●北海道第３	 	
244	 報国寺	 様
460	 道貫寺	 様

※『SOUSEI』164号 P.10掲載の「ボランティア基金感謝録」に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。　
　（誤）「群馬県第十一教区研修会」→（正）「群馬県第十教区研修会」
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平成26年 1 ／1 〜 3 ／31取扱い分賛助費浄納御芳名簿
●東京都
14	 法音寺	 様
17	 龍澤寺	 様
25	 慈眼院	 様
51	 泉岳寺	 様
151	 靜勝寺	 様
171	 高岩寺	 様
173	 江岸寺	 様
177	 清巌寺	 様
232	 薬師寺	 様
294	 観栖寺	 様
311	 妙光院	 様

●神奈川県第 1	
285	 泉秋寺	 様
	
●神奈川県第 2
2	 西有寺	 様
10	 随流院	 様
21	 東照寺	 様
56	 宗泉寺	 様
131	 乗福寺	 様
184	 龍鳳寺	 様
394	 長尾寺	 様

●埼玉県第 1	 	
166	 全龍寺	 様
190	 廣徳院	 様
434	 安養院	 様	

●埼玉県第 2	 	
206	 栄林寺	 様
207	 蓮光寺	 様
219	 長田寺	 様
247	 天岑寺	 様
256	 豊泉寺	 様
272	 楞厳寺	 様
331	 曹源寺	 様	

●群馬県	 	
3	 龍海院	 様
166	 光性寺	 様
188	 實相寺	 様
194	 善宗寺	 様
217	 正泉寺	 様

●栃木県	 	
52	 傑岑寺	 様
67	 海潮寺	 様
69	 慶翁寺	 様
131	 高徳寺	 様
167	 興福寺	 様
175	 本光寺	 様

●茨城県	 	
2	 天徳寺	 様
23	 源慶院	 様
135	 医王院	 様
182	 龍心寺	 様

●千葉県	 	
7	 満蔵寺	 様
8	 重俊院	 様
29	 慶林寺	 様
62	 龍湖寺	 様
95	 寶應寺	 様
121	 宝林寺	 様
243	 最勝福寺	様
272	 永泉寺	 様

●山梨県	 	
162	 法久寺	 様
280	 円通院	 様	

●静岡県第 1	 	
1	 顕光院	 様
50	 盤龍寺	 様
126	 一乗寺	 様
175	 霊山寺	 様
182	 大通寺	 様
401	 旭傳院	 様
464	 正泉寺	 様
495	 普門院	 様

●静岡県第２	 	
240	 医王寺	 様
319	 源光院	 様
321	 円応寺	 様
362	 福泉寺	 様
363	 観音寺	 様	

●静岡県第３	 	
608	 養勝寺	 様
609	 医王寺	 様
678	 宗心寺	 様
682	 長松院	 様
766	 正法寺	 様
836	 東泉庵	 様
870	 窓泉寺	 様
959	 智恩斎	 様
973	 松向寺	 様
1208	法雲寺	 様
1225	光明寺	 様
1228	栄林寺	 様
1234	松久院	 様

●静岡県第４	 	
1017	龍泉寺	 様
1065	高林寺	 様
1177	礼雲寺	 様

●愛知県第１	 	
28	 長松院	 様
55	 長全寺	 様
70	 慈済寺	 様
101	 成福寺	 様
112	 太平寺	 様
127	 龍潭寺	 様
130	 如意寺	 様
139	 祇園寺	 様
148	 法泉寺	 様
190	 天桂寺	 様
208	 日光寺	 様
216	 青原寺	 様
229	 宝泉寺	 様
293	 康勝寺	 様
313	 長松寺	 様
338	 長養院	 様
342	 常楽寺	 様
607	 林宗寺	 様
612	 廣圓寺	 様
635	 永澤寺	 様
1118	観音寺	 様
1119	松月寺	 様
1229	玉林寺	 様
1250	松福寺	 様

●愛知県第２	 	
684	 花井寺	 様
819	 江福院	 様

969	 慶泉寺	 様	

●愛知県第 3	 	
411	 福田寺	 様
422	 安楽寺	 様
428	 寶珠院	 様
484	 興昌寺	 様
525	 極楽寺	 様
1106	宝鏡寺	 様

●岐阜県	 	
2	 大亀寺	 様
15	 東林寺	 様
28	 観音寺	 様
90	 林広院	 様

●三重県第 1	 	
4	 東陽寺	 様
7	 海蔵寺	 様
24	 一心院	 様
37	 四天王寺	様
39	 庭岩寺	 様
59	 長楽寺	 様
83	 凉泉寺	 様
166	 陽光寺	 様
183	 光徳寺	 様
188	 廣泰寺	 様
246	 宝泉院	 様
269	 大蓮寺	 様
316	 剣光寺	 様	

●三重県第 2	 	
392	 大義院	 様
401	 光明寺	 様	

●滋賀県	 	
24	 海蔵寺	 様	

●京都府	 	
34	 神應寺	 様
36	 圓藏院	 様
73	 春現寺	 様
236	 善光寺	 様
306	 智源寺	 様
386	 徳運寺	 様
389	 万福寺	 様
409	 換骨堂	 様

●大阪府	 	
26	 天徳寺	 様
38	 慈願寺	 様
56	 南昌寺	 様
69	 永興寺	 様
94	 黄梅寺	 様

●奈良県	 	
18	 薬師寺	 様

●和歌山県	 	
52	 宗應寺	 様	
	
●兵庫県第１	 	
2	 満福寺	 様
287	 向榮寺	 様
338	 勝龍寺	 様
375	 金剛寺	 様

●兵庫県第２	 	
115	 慈眼寺	 様
117	 法円寺	 様

188	 興禅寺	 様

●岡山県	 	
3	 長川寺	 様
131	 済渡寺	 様

●広島県	 	
8	 聖光寺	 様
27	 清光寺	 様
34	 吉祥寺	 様
46	 雙照院	 様
58	 宗光寺	 様
63	 長福寺	 様
93	 賢忠寺	 様
102	 潮音寺	 様
167	 正安寺	 様

●山口県	 	
4	 宝蔵寺	 様
25	 弘済寺	 様
190	 亨徳寺	 様
262	 慈光寺	 様
	
●鳥取県	 	
1	 興雲寺	 様
17	 普含寺	 様
146	 妙楽寺	 様
195	 普音寺	 様
	
●島根県第１	 	
315	 永明寺	 様
	
●島根県第２	 	
1	 松源寺	 様
6	 善福寺	 様
17	 円光寺	 様
39	 常喜寺	 様
43	 福正寺	 様
63	 龍覚寺	 様
203	 玉雲寺	 様
	
●愛媛県	 	
32	 清盛寺	 様
113	 西禅寺	 様
146	 興雲寺	 様

●福岡県
158	 報恩寺	 様 
163	 金泉寺	 様

●大分県
76	 福厳寺	 様
93	 神光寺 	 様
95	 洞昌寺 	 様
134	 長安寺	 様
	
●長崎県第１	 	
43	 東光寺	 様
78	 宝泉寺	 様

●長崎県第 3	 	
101	 南明寺	 様
	
●佐賀県	 	
117	 本光寺	 様
123	 大弘寺	 様
161	 長得寺	 様
238	 香雲寺	 様
	

●熊本県第１	 	
48	 神照寺	 様
65	 清水寺	 様

●宮崎県
35	 法泉寺	 様
	
●長野県第 1	 	
121	 浄光庵	 様
123	 真蔵寺	 様
243	 広徳寺	 様
265	 蕃松院	 様
279	 大徳寺	 様
370	 日輪寺	 様

●長野県第２	 	
373	 頼岳寺	 様
382	 頼重院	 様
400	 長久寺	 様
493	 吉祥寺	 様
566	 広明寺	 様
595	 検校庵	 様

●福井県	 	
196	 空印寺	 様
	
●石川県	 	
1	 天徳院	 様

●富山県
49	 徳林寺	 様
83	 永久寺	 様
	
●新潟県第１	 	
358	 円光寺	 様
400	 東福寺	 様
408	 昌福寺	 様
453	 龍澤寺	 様
496	 長楽寺	 様
728	 妙喜寺	 様
	
●新潟県第３	 	
521	 松泉寺	 様
535	 普光寺	 様
580	 賞泉寺	 様
	
●新潟県第４	 	
9	 東陽寺	 様
38	 興泉寺	 様
105	 高徳寺	 様
228	 雲泉寺	 様
236	 東岸寺	 様
264	 海天寺	 様
265	 東林寺	 様
295	 普済寺	 様
738	 不動寺	 様
	
●福島県	 	
45	 高国寺	 様
79	 西松寺	 様
101	 成林寺	 様
110	 龍徳寺	 様
157	 万持寺	 様
168	 清光寺	 様
209	 吉祥院	 様
226	 常隆寺	 様
258	 龍昌寺	 様
266	 洞雲寺	 様
275	 性源寺	 様
276	 龍雲寺	 様
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第
1
回
世
界
仏
教
徒
優
秀
指
導
者
賞
の
表
彰
式

が
２
０
１
４
年
２
月
15
日
タ
イ
国
家
仏
教
事
務
局

博
物
館
講
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の

表
彰
式
は
、仏
教
の
宣
揚
と
世
界
平
和
を
祈
念
し
、

僧
侶
だ
け
で
は
な
く
在
家
仏
教
徒
を
含
む
仏
教
活

動
家
へ
の
顕
彰
と
啓
発
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

タ
イ
仏
教
会
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
第
1
回
目
の

表
彰
事
業
と
な
り
会
場
内
に
讃
嘆
と
感
動
の
波
紋

が
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。 

タ
イ
国
家
仏
教
事
務
局
と
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟

(W
FBY

:the W
orld Fellow

ship 
 Buddhist 

Y
outh)

が
主
催
し
、
タ
イ
国
サ
ン
ガ
最
高
評
議
会

よ
り 

国
内
部
門
１
０
４
名
、
国
際
部
門
74
名（
団

体
含
む
）
が
表
彰
さ
れ
、
当
会
よ
り
顧
問
の
村
山

博
雅
師
（W

FBY

副
会
長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

村
山
師
が
進
め
て
き
た
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

活
動
に
関
す
る
海
外
へ
の
発
信
に
よ
り
、

２
０
１
３
年
3
月
、W

FBY

各
加
盟
団
体
は
三

回
忌
に
合
わ
せ
各
地
に
て
追
悼
法
要
を
行
い
、
そ

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
手
紙
、
献
灯
の
蝋
燭
と

と
も
に
来
日
し
た
役
員
参
列
の
も
と
、
福
島
市
音

楽
堂
に
て
追
悼
慰
霊
・
復
興
祈
願
法
要
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
年
8
月
に
は
、
各
国
代
表
者

を
含
む
国
内
外
の
青
少
年
約
１
０
０
名
が
福
島
県

い
わ
き
市
に
集
い
、
現
地
に
お
け
る
視
察
・
レ
ク

チ
ャ
ー
・
交
流
を
通
じ
て
被
災
地
の
実
際
と
今
を

学
ぶ
復
興
支
援
・
国
際
仏
教
徒
青
年
交
換
プ
ロ
グ

ラ
ム
（IBY

E

）
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
の

現
状
に
つ
い
て
仏
教
者
と
し
て
積
極
的
な
国
際
社

会
へ
の
発
信
、
特
に
原
発
事
故
の
海
外
に
お
け
る

不
確
か
な
情
報
に
よ
る
風
評
被
害
を
覆
す
正
確
な

福
島
の
情
報
を
発
信
し
た
功
績
等
が
評
価
さ
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
「M

agha Puja D
ay

」（
釈
尊
が
旧
暦
3
月
の

満
月
の
日
に
１
２
５
０
人
の
弟
子
に
教
え
を
説
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
仏
教
祭
）
に
合
わ
せ
て
2
日

間
に
か
け
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
初
日
の
夜
に

1
キ
ロ
四
方
の
敷
地
に
１
０
０
万
本
の
灯
を
掲
げ

る
万
灯
供
養
が
行
わ
れ
約
30
万
人
の
参
列
者
と
共

に
タ
イ
国
僧
侶
約
２
０
０
０
人
、
世
界
各
国
か
ら

参
集
し
た
僧
侶
数
百
名
、
中
に
は
イ
タ
リ
ア
の
僧

院
か
ら
平
和
活
動
家
の
ガ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
僧
も

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
没
と
と
も
に
満
月
が

上
が
り
、
そ
の
満
月
に
見
守
ら
れ
る
中
、
瞑
想
法

を
取
り
入
れ
た
法
要
の
最
中
に
辺
り
は
静
ま
り
か

え
り
、
実
際
に
飛
ん
で
い
た
蚊
の
羽
音
が
聞
こ
え

る
ほ
ど
で
、
ま
さ
に
フ
ル
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
静
寂
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僧
侶
か
ら
種
灯

が
読
経
と
と
も
に
次
々
に
広
が
り
ゆ
く
さ
ま
は
時

空
を
超
え
て
釈
尊
の
御
教
え
が
弟
子
か
ら
弟
子
へ

と
相
承
さ
れ
る
光
景
の
よ
う
で
、
１
０
０
万
本
が

灯
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
時
間
と
空
間
の
感
覚
は
す
で

に
無
く
、
中
心
に
鎮
座
す
る
仏
塔
が
赤
く
輝
い
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
1
本
の
灯
に
は
1
人

な
い
し
複
数
の
施
主
が
お
ら
れ
、
中
に
は
乳
飲
み

子
を
抱
い
た
お
母
さ
ん
、小
中
高
の
学
生
参
列
者
、

カ
ッ
プ
ル
、
会
社
員
、
中
後
年
の
人
、
様
々
な
方

が
た
が
座
っ
て
熱
心
に
手
を
合
わ
せ
て
祈
り
を
捧

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
規
模
の
法
要
に
参
加

し
た
こ
と
も
初
め
て
で
し
た
し
、
こ
れ
だ
け
の
篤

い
信
仰
に
触
れ
る
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
生
涯
忘

れ
え
ぬ
宝
と
な
り
ま
し
た
。

文
／
全
国
曹
洞
宗
青
年
会  

副
会
長  

岩
崎
哲
秀

「
第
1
回 

世
界
仏
教
優
秀
指
導
者
賞
２
０
１
４

 

～
村
山
博
雅
師
受
賞
～
」
報
告

全
日
仏
青

ニ
ュ
ー
ス
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こ
の
度
、
２
０
１
４
年
2
月
16
日
に
開
催
さ
れ

た
京
都
マ
ラ
ソ
ン
に
併
催
の「Inter Faith

駅
伝
」

に
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
す
る
ご
縁
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
番
苦
手
な
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
こ
と

で
、
幾
ば
く
か
の
不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
参
加
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駅
伝
に
は
、
宗
教
、
民
族
の
枠
を
超
え
、

人
と
人
と
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
タ
ス
キ
を

繋
ぎ
、
心
を
繋
い
で
、
世
界
平
和
、
東
日
本
大
震

災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
た
の
慰
労
や
復
興
へ

の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々

な
想
い
を
持
っ
て
走
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
、
そ
の
ラ

ン
ナ
ー
に
想
い
を
託
し
、
励
ま
し
、
力
に
な
ろ
う

と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
沿
道
の
方
が
た
の
存
在

に
よ
っ
て
、
こ
の
駅
伝
が
「
祈
り
の
駅
伝
」
と
名

付
け
ら
れ
た
と
、
主
催
者
で
あ
る
「Inter Faith

日
本
実
行
委
員
会
」
の
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
頃
交
流
す
る
こ
と
の
少
な
い
神
道
、

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
そ
の
他
の
宗
教
者

の
方
が
た
と
様
々
な

お
話
を
交
わ
す
こ
と

の
で
き
る
機
会
に
も

な
っ
て
お
り
、
こ
の

駅
伝
が
、
様
々
な
宗

教
が
大
き
な
紛
争
も

無
く
共
存
し
て
い
る

こ
の
日
本
、そ
し
て
、

そ
の
中
で
も
伝
統
的

な
宗
教
都
市
で
あ
る

京
都
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
も
大
き
な
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　

天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
無
事
晴

天
と
な
り
、
花
園
会

館
に
ラ
ン
ナ
ー
が
全

員
集
合
し
て
集
合
写

真
を
撮
り
、
健
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
参
加
ラ

ン
ナ
ー
は
老
若
男
女
様
々
で
、「Inter Faith

駅

伝
」
発
祥
の
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
多
数

の
参
加
者
を
得
て
、
10
チ
ー
ム
40
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。　

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
経
験
者
か
ら
、
私
の
よ
う
な

ほ
ぼ
新
品
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
と
ウ
ェ
ア
に

身
を
包
む
者
や
作
務
衣
、
袈
裟
姿
に
至
る
ま
で
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
顔
ぶ
れ
で
ス
タ
ー
ト
地
点
を

出
発
し
、各
中
継
所
へ
と
移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

第
四
区
間
を
担
当
し
た
私
は
、
鴨
川
河
川
敷
の

第
３
中
継
所
か
ら
平
安
神
宮
前
ま
で
の
10
キ
ロ
弱

を
走
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
途
中
、
何
度
も
歩

き
た
く
な
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
形
で
応
援
し
て

く
だ
さ
る
沿
道
の
方
が
た
か
ら
多
く
の
力
を
い
た

だ
き
、
何
と
か
最
後
ま
で
歩
く
こ
と
な
く
ゴ
ー
ル

出
来
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
も
同
じ
区
間
を
走
っ
た

ラ
ン
ナ
ー
同
士
が
健
闘
を
た
た
え
あ
い
、
無
事
に

祈
り
の
タ
ス
キ
を
繋
い
だ
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。

　

た
だ
走
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、世
界
の
平
和
、

東
北
復
興
へ
の
願
い
を
ゼ
ッ
ケ
ン
に
も
記
し
て
い

た
よ
う
に
、
こ
の
駅
伝
が
祈
り
の
駅
伝
と
名
付
け

ら
れ
た
意
味
を
、
走
っ
て
み
る
こ
と
で
本
当
に
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
表
彰
式
の
際
に
、

京
都
市
長
が
「
小
さ
な
規
模
で
始
ま
る
こ
の
駅
伝

が
や
が
て
京
都
マ
ラ
ソ
ン
の
名
物
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
大
き
く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
仰
い

ま
し
た
が
、
こ
の
駅
伝
に
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
て
が
そ
の
想
い
を
共
有
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、お
世
話
に
な
っ
た
事
務
局
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
た
、
と
も
に
走
っ
た
ラ
ン

ナ
ー
の
方
が
た
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
／
広
報
委
員　

田
中
昭
範

祈
り
の
タ
ス
キ
を
繋
ぐ

～Inter Faith

駅
伝
参
加
レ
ポ
ー
ト
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初
の
誌
面
と
般
若
の
連
動
企
画
と
い
う
こ
と

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
50
件
を
超
え

る
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
で
公
開
か
ら
2
／
28

14
：
00
ま
で
の
デ
ー
タ
が
受
信
で
き
な
か
っ
た
点

を
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
た
だ
き
ま
し
た
デ
ー
タ
を
見
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

 　　

ま
ず
、
宗
教
者
（
他
宗
の
方
か
ら
の
回
答
は
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
以
下
・
宗
侶
と
し

ま
す
）：
一
般
の
方
（
以
下
・
一

般
）
の
比
率
で
す
が
22
：
31
と

一
般
か
ら
の
回
答
が
上
回
り
ま

し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
男
女
比
を
見
ま

す
と
、
一
般
は
16
：
15
と
ほ
ぼ

同
数
な
の
に
対
し
、
宗
侶
は

20
：
2
と
圧
倒
的
に
男
性
か
ら

の
回
答
が
多
か
っ
た
で
す
。
寺

族
の
方
、
尼
僧
様
方
か
ら
の
情

報
の
吸
い
上
げ
が
今
後
の
課
題

か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
仏
教
へ
の
親
し
み
方
で
す

が
、
以
下
の
表
の
よ
う
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
が
坐
禅
会
を
１
位
に
上
げ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
宗
侶
の
１

位
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
た
。
そ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
一
般

の
方
で
は
4
位
と
順
位
は
高
い

も
の
の
可
及
的
速
や
か
に
と
い
う

程
で
も
な
い
事
が
覗
え
ま
す
。
た

だ
、
坐
禅
会
は
宗
侶
で
も
2
位

宗教者 一　般

順位 やってみたい
こと 投票数/全体 割合 順位 やってほしい

こと 投票数/全体 割合

1位 ホームページ 14/22 63.6% 1位 坐禅会 24/31 77.4%

2位 坐禅会 13/22 59.1% 2位 写経会 19/31 61.3%

3位 檀信徒の青年会 11/22 50.0% 3位 法話会 14/31 45.2%

4位 写経会 10/22 45.5% 4位 ホームページ 12/31 38.7%

4位 授戒会 10/22 45.5% 5位 料理教室 11/31 35.5%

以下

こども坐禅会･日曜学校、　料理教
室、ご詠歌(梅花講)の会、門前掲示
板、寺報、法話会　ボランティア活
動、困りごと相談、檀信徒の婦人会、
テレホン法話、その他(投票数順)

以下

ボランティア活動、こども坐禅会
･日曜学校、ご詠歌(梅花講)の会、
寺報、檀信徒の青年会、授戒会、
テレホン法話、困りごと相談、門
前掲示板、檀信徒の婦人会、その
他(投票数順)

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ 

W
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
企
画

共
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

「
こ
れ
か
ら
の
寺
院
と
僧
侶
像
」

第1回
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で
坐
禅
会
と
の
差
は
1
票
で
あ
り
、
坐
禅
会
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
は
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
差
が
出
た
の
は
、
宗
侶
で
圏
外
だ
っ
た

「
法
話
会
」や「
料
理
教
室
」が
一
般
の
方
で
は
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
る
点
で
す
。
寺
院
で
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
に
は
、
重
要
な
デ
ー
タ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
そ
の
他
」の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　

こ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
そ
の
他
の「
具
体
的

な
内
容
」を
紹
介
し
つ
つ
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
上
、
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
本
誌
で
は
一

部
の
内
容
の
み
を
紹
介
致
し
ま
す
。
全
て
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、『
般
若
』（http://w

w
w

.sousei.
gr.jp/?page_id=4886

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
寺
か
ら
の
ニ
コ
生
※
1
で
、
い
ろ
い
ろ
相
談

事
に
の
る
。
法
話
の
み
な
ら
ず
、
デ
ー
タ
分
析

な
ど
も
。
か
つ
て
仏
教
が
最
先
端
の
学
問
で

あ
っ
た
状
況
を
取
り
戻
す
試
み
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。（
10
代
男
性
一
般
）

ま
ず
、
大
変
若
い
方
に
回
答
を
頂
い
た
こ
と
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
電

話
相
談
と
は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
の
あ
る
活
動
に

な
り
そ
う
で
す
ね
。
受
け
答
え
を
す
る
僧
侶
側
の

懐
の
深
さ
が
試
さ
れ
そ
う
で
す
。

田
舎
の
血
縁
に
絡
む
檀
家
同
士
の
し
が
ら
み
や

ト
ラ
ブ
ル
に
辟
易
し
て
い
ま
す
。
〇
〇
〇
〇
に

よ
る
、
檀
家
で
の
窃
盗
事
件
な
ど
、
幻
滅
し
て

い
ま
す
。（
30
代
男
性
一
般
）

幻
滅
し
な
が
ら
も
こ
う
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
下
さ
っ
た
事
に
ま
ず
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
ま
だ
見
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
か

な
ぁ
と
も
思
い
ま
す
。
個
人
を
特
定
で
き
る
内
容

は
削
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、（
こ
う
い
っ

た
事
件
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
）ど

う
か
他
の
お
寺
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？ 

各
地
で
地
道
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
と
め

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
宗
侶
の
考
え
る
運
営

方
法
と
一
般
の
方
が
寺
院
に
求
め
て
い
る
モ
ノ
と

の
間
に
意
識
は
合
致
し
て
い
る
の
か
？ 

も
し
、
そ

の
差
が
あ
る
よ
う
な
ら
軌
道
修
正
し
、
今
後
の
寺

院
運
営
を
占
う
事
が
目
的
で
し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
を
詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
と
、
宗

侶
は「
寺
院
の
運
営
」
と
言
う
点
を
重
視
し
、
一
般

は「
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
」
を
重
視
し

て
い
る
様
子
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

宗
侶
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

檀
信
徒
の
青
年
会
・
授
戒
会
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
は
対
外
的
な
宣
伝
で
あ
っ
た
り
、
運
営
面
で
の

安
定
化
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
そ
の

他
」の
書
き
込
み
の
内
容
も
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
固

め
の
書
き
込
み
が
多
く
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・
文
化

セ
ン
タ
ー
的
活
用
・
仏
教
講
座
と
い
っ
た
内
容
が

続
き
ま
す
。
演
奏
会
や
落
語
会
と
の
回
答
は
1
件

の
み
で
し
た
。
こ
の
意
識
差
が「
敷
居
の
高
さ
」
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
演
奏
会
等
々
と
答
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
50
歳
代
の
男
性
宗
侶
の
方
で
し
た
。
20
・

30
代
の
若
い
世
代
よ
り
も
、
経
験
を
積
ま
れ
た
方

の
方
が
一
般
の
方
と
近
い
感
覚
を
共
有
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
上
段
に
構
え
る
の
で

は
な
く
、
周
り
の
方
が
た
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ

る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
坐
禅
会
・
写
経
会
・

法
話
会
・
料
理
教
室
と
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
続

き
ま
す
。
や
は
り
、「
そ
の
他
」の
書
き
込
み
に
も
反

映
さ
れ
て
お
り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
ヨ
ガ
・
写
真

講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
文
字
が
踊
り

ま
す
。
宗
侶
が
考
え
て
い
る
内
容
よ
り
も
、
ず
っ

と
軽
め
の
内
容
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

一
般
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
気
軽
さ
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
宗
侶
は
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
寺
院
と
い

う
空
間
は「
非
日
常
」
な
の
で
す
ね
。「
非
日
常
に
」

「
気
軽
」
に
触
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
ニ
ー

ズ
は
旅
館
や
理
髪
店
へ
の
そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
静
謐
な
場
所
で
の
静
養
・

修
養
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
、「
気
軽
な
雰
囲
気
」

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

 

次
回
予
告

　

今
回
、
一
般
の
方
の
坐
禅
会
へ
の
ニ
ー
ズ
が
大

変
高
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
次
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
坐
禅
会
に

つ
い
て
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳

し
く
は『
般
若
』ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側
の
バ
ナ
ー
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
次
回
も
ご
協
力
お

願
い
致
し
ま
す
。

※
1
ニ
コ
生
／

ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
。
株
式
会
社
ニ
ワ
ン
ゴ
が
運
営
す
る

「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
内
の
生
中
継
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
す
る
動
画
に
、
コ
メ
ン
ト
を
つ

け
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

集
計
・
文
／
広
報
副
委
員
長　

岡
本
真
宰

広
報
特
別
委
員　

柳
沢
隆
徳
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今
回
は
、
教
誨
師
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

織
田
秀
道
師
に
迫
り
ま
す
。
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ギ

タ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
、
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
も
果

た
し
ま
し
た
が
、
父
親
で
あ
る
お
師
匠
様
の
四
大

不
調
に
よ
り
、出
家
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

現
在
は
隔
週
日
曜
日
の
坐
禅
会
や
『
こ
ど
も
禅
の

つ
ど
い
』
を
単
独
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
25
年
４
月
よ
り
北
海
道
の
帯
広
刑
務
所
の
教

誨
師
に
任
命
さ
れ
、
坐
禅
指
導
や
講
話
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Q 

上
山
後
に
師
が
遷
化
さ
れ
た
時
の
気
持
ち

師
が
遷
化
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
大
本
山
永
平

寺
の
山
門
に
立
っ
て
い
る
時
間
帯
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

出
発
の
朝
、
上
山
の
威
儀
で
病
院
に
行
っ
て
挨

拶
を
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
亡
く
な
っ
て
み
る

と「
も
っ
と
看
病
で
き
た
の
で
は
」「
も
っ
と
教
え
を

乞
え
ば
よ
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
が
湧
き
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
暫
到
の
大
変
な
生
活
が
幸

い
し
て
、
あ
ま
り
思
い
つ
め
る
余
裕
も
な
か
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
遷
化
の
知
ら
せ
が
大
本
山
永

平
寺
に
入
っ
た
時
、
大
変
な
時
期
だ
か
ら
と
２
週

間
ほ
ど
私
の
耳
に
入
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Q 

若
く
し
て
住
職
に
な
っ
た
こ
と

先
代
住
職
は
享
年
59
歳
で
し
た
。
早
い
で
す
が

珍
し
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
教
区
は
温

か
い
方
ば
か
り
で
、
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
な

ん
と
か
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
大
本
山
永
平
寺
安

居
前
に
１
年
間
釧
路
の
定
光
寺
様
に
安
居
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
経
験
が
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
代
の
遷
化
か
ら
５
年
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、

闘
病
し
て
い
た
病
院
の
前
を
通
っ
た
時
に
ふ
い
に

涙
が
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
よ
う
や

く
、
父
が
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
自
分
の
中
で
消

化
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
き
ち
ん
と
肉
親
の
死
に

向
き
合
う
時
間
を
取
ら
な
か
っ
た
心
残
り
に
気
づ

き
ま
し
た
。

Q 

教
誨
師
と
し
て
の
活
動
内
容
と
は
？

教
誨
の
形
式
に
は
２
種
類
あ
り
、
個
人
教
誨
と

集
団
集
合
教
誨
が
あ
り
ま
す
。
帯
広
刑
務
所
で
は

集
合
教
誨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
刑
務
所
か
ら

割
り
当
て
ら
れ
た
「
坐
禅
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
時
間

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
月
に
１
回
50
分
の
時
間
を

任
さ
れ
て
い
て
内
容
は
自
由
な
の
で
、
30
分
の
坐

禅
と
20
分
の
法
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宗
務
庁
で
年
１
回
教
誨
師
研
修
会
が
あ
り
、
全

国
の
教
誨
師
が
集
ま
り
日
々
の
活
動
の
中
で
の
問

題
点
を
共
有
す
る
の
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

刑
務
所
で
参
加
者
と
顔
を
向
き
合
わ
せ
る
た
び

「
世
の
中
に
悪
人
と
い
う
人
は
い
な
い
。
普
通
の
人

が
い
ざ
と
い
う
間
際
に
悪
人
に
な
る
」
と
い
う
夏

目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
の
一
文
が
よ
ぎ
り
ま
す
。
受

刑
者
は
我
々
と
変
わ
ら
な
い
普
通
の
人
に
し
か
見

え
ま
せ
ん
。
た
だ
、
苦
し
い
生
活
状
況
の
中
で
罪

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
な
の
だ
と
思
っ
て
接
し

て
い
ま
す
し
、
話
の
中
で
は
裏
も
表
も
包
み
隠
さ

ず
、何
か
し
ら
心
に
残
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
毎
回
至
ら
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

先
日
教
区
に
来
ら
れ
た
布
教
師
様
の
「
特
派
布

教
師
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
派
布
教
師
の
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

だ
け
の
こ
と
」
と
い
う
言
葉
を
自
分
に
あ
て
は
め

て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

Q 

全
曹
青
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
最
後
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
話
し
下
手
で
、
教
誨
師
と
し
て
適
性
が
あ

る
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
努
力
す
れ
ば
、

一
流
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
そ
こ
そ
こ
の
レ
ベ

ル
ま
で
は
到
達
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
参
加
さ

れ
て
い
る
中
で
、
と
も
に
菩
薩
行
を
実
践
し
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

教
誨
師
と
い
う
お
役
目

に
は
縁
遠
い
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
取
材
を

通
し
終
始
穏
や
か
に
話
さ

れ
る
姿
を
見
て
、
布
教
と

は
相
手
の
立
場
は
関
係
な

い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

取
材
・
文
／
広
報
委
員　

加
藤
芳
憲

【第二歩】
北海道帯広市  永祥寺住職
織田秀道師（35歳）に
会いに行く
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■
永
平
寺
二
祖
国
師
大
遠
忌
奉
讃
青
年
大
会

　

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）、
大
本
山
永
平
寺
二

祖
国
師
七
百
回
大
遠
忌
奉
讃
に
合
わ
せ
、
３
月
15

日
か
ら
17
日
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
「
禅
の
集
い

中
央
結
集
・
禅
文
化
学
林
」
が
開
催
さ
れ
た
。
一

般
参
加
者
だ
け
で
募
集
を
大
幅
に
上
回
る
１
３
０

人
近
く
と
な
る
日
も
あ
り
、
全
曹
青
だ
け
で
な
く
、

御
本
山
（
後
堂
老
師
の
提
唱
、
会
場
準
備
、
法
要

へ
の
随
喜
等
）、
外
部
講
師
（
駒
大
教
授
、
表
千
家

宗
匠
）、
尼
僧
団
の
御
協
力
を
得
て
盛
会
裏
に
開

催
さ
れ
た
。

　

ま
た
奉
讃
事
業
と
し
て
、
従
来
よ
り
行
わ
れ
て

い
た
全
国
一
斉
托
鉢
運
動
や
写
経
運
動
に
も
力
を

入
れ
、『
写
経
の
す
す
め
』
を
作
成
・
配
布
す
る
と

と
も
に
、
檀
信
徒
に
写
経
を
勧
め
る
だ
け
で
な
く

全
会
員
に
写
経
へ
の
参
加
を
要
請
し
た
。

　

９
月
16
日
に
は
、
永
平
寺
奉
賛
会
・
地
元
福
井

市
と
の
共
催
の
形
で
、
午
前
に
大
本
山
永
平
寺
で

写
経
納
経
法
要
、
午
後
に
は
福
井
市
文
化
会
館
で

奉
讃
特
別
記
念
演
奏
会
が
行
わ
れ
た
。
記
念
演
奏

会
で
は
こ
の
日
の
為
に
作
ら
れ
た
黛
敏
郎
氏
作

曲
、
藤
田
敏
雄
氏
作
詞
に
よ
る『
カ
ン
タ
ー
タ「
只

管
打
坐
」涅
槃
交
響
曲
』が
２
０
０
人
を
超
え
る
東

京
交
響
楽
団
と
日
本
プ
ロ
合
唱
団
連
合
に
よ
り
演

奏
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
全
曹
青
の
例
年
の
事
業
を

規
模
・
予
算
と
も
に
大
き
く
上
回
っ
た
。
写
経
事

業
・
托
鉢
募
金
事
業
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
寄
付
等
を
行
い
、
記
念
演
奏
会
に
つ
い
て
は

こ
れ
を
レ
コ
ー
ド
化
（
５
０
０
０
枚
、
現
在
は
絶

版
）
し
、
そ
の
収
益
に
よ
っ
て
支
出
を
補
う
予
定

だ
っ
た
。
し
か
し
販
売
に
は
苦
戦
し
、
翌
昭
和
56

年
6
月
に
発
行
さ
れ
た『
曹
青
通
信
』第
21
号
の
経

過
報
告
の
時
点
で
販
売
は
約
半
分
に
止
ま
り
、
そ

の
後
３
年
に
亘
っ
て『
曹
青
通
信
』誌
上
で
広
告
を

掲
載
し
購
入
を
促
し
た
。

　

全
曹
青
の
活
動
が
多
様
化
し
拡
が
り
を
見
せ
る

中
で
、
発
足
当
初
か
ら
の
組
織
構
成
を
見
直
そ
う

と
い
う
動
き
が
、
こ
の
頃
か
ら
見
え
始
め
た
。

■
組
織
再
編
と
拡
大

　

全
曹
青
の
発
足
当
初
は
個
人
の
道
心
発
露
に
主

眼
を
置
い
た「
個
人
加
入
」で
あ
っ
た
。
し
か
し
組

織
拡
大
や
事
業
拡
大
の
流
れ
の
中
で
昭
和
55
年
５

月
、
総
会
で
「
個
人
加
入
」
か
ら
「
全
員
加
入
」
へ

の
移
行
と
、
全
曹
青
綱
領
の
制
定
な
ど
が
議
決
さ

れ
た
。

　

こ
れ
を
承
け
、
第
四
期
全
曹
青
（
１
９
８
１
年

～
１
９
８
３
年
（
昭
和
56
～
58
年
）、
桑
原
大
宗
会

長
）
で
は
副
会
長
を
従
来
の
２
名
か
ら
３
名
に
増

や
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
部
門
（
組
織
充
実
、
会
員
研

修
の
見
直
し
、
広
報
活
動
の
展
開
）
を
担
当
さ
せ

る
と
と
も
に
、
会
長
を
含
め
た
４
名
が
全
国
を
４

分
割
し
て
各
地
区
曹
青
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
よ

う
模
索
さ
れ
た
。

　

宗
門
と
し
て
は
教
化
組
織
と
し
て
の
最
前
線
で

の
活
動
を
期
待
さ
れ
る
一
方
、『
曹
青
通
信
』で「
全

曹
青
ア
レ
ル
ギ
ー
」「
全
曹
青
に
対
す
る
不
信
感
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
よ
う
に
、
個
人
加
入
か

ら
全
体
加
入
へ
の
移
行
は
決
し
て
容
易
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
広
報
誌
で
あ
る
『
曹
青
通

信
』の
他
に『
入
会
の
す
す
め
―
全
曹
青
六
年
の
あ

ゆ
み
―
』
と
い
う
小
冊
子
を
作
成
し
、
全
国
の
青

年
宗
侶
に
全
曹
青
へ
の
理
解
と
参
加
を
呼
び
掛
け

た
。
年
が
明
け
て
昭
和
57
年（
１
９
８
２
年
）年
初

の『
曹
青
通
信
』23
号
で
は
青
年
会
員
・
地
方
曹
青
・

連
絡
協
議
会
・
全
曹
青
と
の
相
互
関
係
が
図
を
入

れ
て
記
さ
れ
、
同
24
号
で
は
会
則
案
が
示
さ
れ
、

と
も
に
広
く
全
国
に
意
見
を
求
め
た
。

　

同
25
号
か
ら
は
誌
面
の
体
裁
を
一
新
。
従
来
４

ペ
ー
ジ
が
基
本
を
８
～
10
ペ
ー
ジ
に
拡
げ
、
誌
面

の
増
加
に
伴
い
文
字
を
大
き
く
し
、
地
方
や
外
部

か
ら
の
提
言
、
図
書
の
紹
介
な
ど
、
活
動
報
告
や

組
織
内
だ
け
で
な
い
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　

第
三
期（
佐
藤
泰
惇
会
長
）の
後
半
に
行
わ
れ
た

大
遠
忌
事
業
は
、
こ
れ
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
よ

り
宗
門
で
の
活
躍
も
更
に
期
待
さ
れ
る
一
方
、
組

織
と
し
て
は
発
足
当
初
の
ま
ま
で
は
活
動
に
追
い

付
か
な
い
矛
盾
を
抱
え
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
誌
面
の
一

新
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
開
か
れ
た
全
国
組
織

と
し
て
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
す
。

文
／
広
報
副
委
員
長　

宮
入
真
道

全
曹
青
は
、１
９
７
５
年
に
発
足
し
、今
期
に
は
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
、
記
念
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
全
曹
青
の
成
り
立
ち
や
規
模
、

そ
の
想
い
や
歴
史
を
探
っ
て
い
く
連
載
で
す
。

全
曹
青
40
周
年

～
全
曹
青
の
足
跡
を
訪
ね
て（
4
）
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現
代
的「
講
」モ
デ
ル
の
参
究

山
形
県
庄
内
地
方
は
、
島
薗
進
東
京
大
学
教
授（
当
時
）の
論
文
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
仏
教

教
団
と
御
詠
歌
講
―
東
北
地
方
の
曹
洞
宗
梅
花
講
―
」の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

梅
花
講
の
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
庄
内
地
方
を
包
括
す
る
山
形
県
第
三
宗
務
所
に
は

２
５
２
講（
３
１
６
寺
院
中
）の
梅
花
講
の
活
動
が
あ
り
、
講
員
数
は
１
９
，
９
６
３
名
を
数
え

ま
す
。（
平
成
26
年
3
月
現
在
）。
そ
の
庄
内
地
方
に
お
け
る
梅
花
講
発
展
の
経
緯
と
現
状
、
さ
ら

に
は
今
後
の
課
題
や
展
望
を
探
る
べ
く
、
庄
内
地
方
の
中
で
も
講
員
数
の
最
も
多
い（
名
簿
上
は

４
０
０
名
、
講
習
や
大
会
等
に
参
加
し
て
い
る
の
は
１
５
０
名
程
度
）乗
慶
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

山
形
県
庄
内
地
方
に
お
け
る

梅
花
講
誕
生
と
発
展
そ
し
て
現
在

（
山
形
県
庄
内
町
・
曹
洞
宗
乗
慶
寺
を
訪
ね
て
）

　

乗
慶
寺
は
、
人
口
２
３
，０
０
０
人
を
数
え
る
庄

内
町
に
位
置
し
、
近
く
に
は
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
の
余

目
駅
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
を
田
畑
が
囲
ん
で
い
る
ほ

か
、
幹
線
道
路
が
走
り
交
通
量
も
比
較
的
多
い
立

地
で
す
。
乗
慶
寺
の
本
堂
及
び
客
殿
の
壁
面
に
は
、

曹
洞
宗
の
布
教
教
化
ポ
ス
タ
ー
や
境
内
参
拝
順
路

図
な
ど
が
所
狭
し
に
掲
示
さ
れ
、
頒
布
物
も
多
岐

に
わ
た
っ
て
設
置
し
て
あ
り
、
平
時
よ
り
の
積
極
的

な
布
教
教
化
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
お
訪
ね

し
た
3
月
31
日
は
、
丁
度
、
教
階
別
講
習
の
う
ち
、

中
・
上
級
者
を
対
象
と
し
た
講
習
日
に
あ
た
り
、

同
時
に
、
近
隣
の
寺
族
の
皆
さ
ん
に
よ
る
梅
花
流
詠

讃
歌
の
研
鑽
団
体「
秋
桜
会
」の
月
1
回
の
練
習
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
山
内
が
講
員
・
寺
族
の
皆
さ
ん

で
賑
わ
う
中
、
不
在
の
乗
慶
寺
・
阿
部
伸
世
御
住

職
に
か
わ
り
、
寺
族
の
阿
部
真
智
子
さ
ん
が
対
応

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
い
お
話
を
お
伺
い
す
る
前
に
、
ま
ず
は
教
階

別
講
習
の
様
子
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
堂
の
脇
間
に
は
15
名
の
講
員
さ
ん
が
参
集
し
、

検
定
の
課
題
曲
な
ど
を
熱
心
に
練
習
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
講
習
の
約
8
割
を
、
講
長
で
あ
る
阿
部
伸

世
師
が
担
当
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
一
部
に
つ

い
て
は
真
智
子
さ
ん
が
指
導
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
講

習
は
、
時
折
笑
い
も
あ
り
な
が
ら
も
、
程
よ
い
緊
張

感
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
１
時
間
ほ
ど
の
講
習
終

了
後
は
、
テ
ー
ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
て
茶
話
会
が
準
備

さ
れ
、
お
菓
子
や
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
談
笑
の
場
と
な
り
ま
す
。

　
「
秋
桜
会
」の
皆
さ
ん
も
別
室
に
て
練
習
に
励
ま

れ
た
後
は
茶
話
会
の
席
が
設
け
ら
れ
、
持
ち
寄
っ
た

お
菓
子
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
梅

花
講
の
悩
み
を
共
有
す
る
ほ
か
、
寺
院
運
営
全
般

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
し

た
。

〇
は
じ
ま
り
は
密
厳
流
か
ら

　
～
通
夜
念
仏
に
必
要
だ
っ
た
御
詠
歌

　

乗
慶
寺
梅
花
講
は
、
昭
和
31
年
に
20
名
の
講
員

で
発
足
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
も
、
先
代
住
職
の

ご
兄
弟
が
講
師
と
な
り
、
昭
和
11
年
か
ら
密
厳
流

御
詠
歌
を
乗
慶
寺
で
指
導
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

毎
月
24
日
を
講
習
日
に
設
定
し
、
梅
花
講
発
足
直

前
ま
で
密
厳
流
が
続
い
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
梅

花
講
の
全
国
的
な
展
開
に
あ
わ
せ
て
変
更
し
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
密
厳
流
と
比
較
し
て
お
唱
え
が
易
し

い
こ
と
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
梅
花
流
へ
と
移
行
し
た
よ

う
で
す
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
70
歳
代
の
高
齢
層

か
ら
30
歳
代
ま
で
講
員
の
年
齢
層
も
幅
広
く
、
講

員
数
も
日
本
有
数
の
梅
花
講
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
何
故
、
こ
こ
ま
で
乗
慶
寺
、
そ
し
て
庄
内

地
方
の
曹
洞
宗
寺
院
に
お
い
て
梅
花
講
が
発
展
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
何
よ
り
の
理
由
が
、「
通

夜
念
仏
」に
あ
り
ま
す
。
庄
内
地
方
の
通
夜
は
、
僧

侶
を
呼
ば
な
い
場
合
も
あ
り
、
地
域
毎
に
念
仏
講

客殿内には沢山の掲示物が

練習後の茶話会（秋桜会の皆さん）

乗慶寺境内の様子

中上級者向け講習の様子



21

が
あ
り
、
念
仏
講
員
が
通
夜
の
際
に
そ
の
地
域
の
葬

家
に
出
向
き
、
念
仏
を
お
唱
え
し
て
故
人
を
弔
っ
て

い
ま
し
た（
現
在
で
も
そ
の
し
き
た
り
が
残
っ
て
お

り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
や
葬
祭
会
館
な
ど
で
通
夜

が
営
ま
れ
る
場
合
で
も
、
葬
儀
社
に
よ
っ
て
念
仏
の

準
備
が
な
さ
れ
る
そ
う
で
す
）。
通
夜
念
仏
は
地
域

毎
の
相
互
扶
助
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
域
に
所

属
す
る
家（
イ
エ
）は
、
誰
か
し
ら（
そ
の
イ
エ
を
代

表
す
る
立
場
の
女
性
が
多
い
）が
念
仏
講
に
所
属
し

て
い
る
こ
と
が
暗
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
念
仏
講

の
受
け
皿
・
研
鑽
の
場
と
し
て
、
梅
花
講
が
受
け
入

れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、庄
内
地
方
で
は
、

霊
場
巡
拝
の
習
慣
が
盛
ん
で
あ
り
、
現
世
に
お
い
て

修
行
を
積
ん
だ
そ
の
証
と
し
て
、
笈
摺（
お
い
ず
る
）

を
着
て
あ
の
世
に
行
く
と
い
う
信
仰
が
根
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。
梅
花
講
に
所
属
し
、
講
員
同
士
の
霊

場
巡
拝
が
大
き
な
楽
し
み
・
宗
教
娯
楽
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
点
も
あ
い
ま
っ
て
、

庄
内
地
方
で
は
梅
花
講
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

◯
梅
花
講
の
仲
間
は
一
生
の
仲
間

　
〜
同
行
同
修
の
連
帯
感

　

取
材
に
う
か
が
っ
た
日
に
講
習
に
参
加
さ
れ
て
い

た
講
員
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
異

口
同
音
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
、「
通
夜
念
仏
」

で
お
唱
え
す
る
た
め
、
そ
の
使
命
感
が
強
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
初
は
、
半
強
制
的
に
念
仏
講
お
よ
び

梅
花
講
に
参
加
す
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
参

加
し
て
い
る
う
ち
に
、「
通
夜
念
仏
」の
場
に
お
い
て
、

遺
族
に
感
謝
さ
れ
、
ま
た
参
列
さ
れ
た
方
か
ら「
感

激
し
た
」「
こ
れ
こ
そ
、
本
来
の
音
楽
で
す
ね
」な
ど

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
充
実
感
を
感
じ
使
命

感
も
増
し
て
い
く
よ
う
で
す
。
ま
た
、
梅
花
講
の
ク

ラ
ス
の
仲
間
は
、基
本
的
に
は
一
緒
に
検
定
を
受
け
、

ほ
ぼ
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
教
階
が
あ
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
法
要
で
の
お
唱
え
や
、
清
興
や
ゲ
ー
ム
ま
で
用

意
さ
れ
た
新
年
会
、
庄
内
大
会
や
全
国
大
会
へ
の

参
加
な
ど
、
長
年
付
き
合
い
を
重
ね
る
中
で
、
同

じ
講
の
方
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
そ
の
お
仲
間
が

「
通
夜
念
仏
」に
よ
っ
て
送
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
と

が
安
心
感
と
連
帯
感
を
生
む
よ
う
で
す
。
検
定
に

つ
い
て
は
、
重
荷
に
思
う
一
方
で
、「
や
り
が
い
や
目

標
が
で
き
、
緊
張
感
の
中
で
向
上
心
を
生
む
」と
い

う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
講
長
や

寺
族
が
一
生
懸
命
に
講
習
で
指
導
を
し
て
く
れ
、
お

世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
講
へ

の
帰
属
意
識
が
高
ま
る
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
女

性
だ
け
の
外
出
が
困
難
で
あ
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、

「
梅
花
講
」に
関
わ
る
行
事
の
際
に
、
大
手
を
振
っ
て

旅
行
で
き
、
そ
の
中
で
特
に
夕
食
を
共
に
し
て
多
い

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
、と
の
お
話
も
う
か
が
え
、

そ
の
こ
と
も
梅
花
講
に
関
わ
る
大
き
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

◯
運
営
の
秘
訣
は

　「
講
長・寺
族
が
し
っ
か
り
と
講
に
関
わ
り
、

　
決
裁
・
リ
ー
ド
を
す
る
こ
と
」

　

１
０
０
名
を
超
え
る
大
所
帯
で
あ
る
乗
慶
寺
で

は
、
地
区
毎
に
１
人
ず
つ
連
絡
員
を
決
め
、
要
望
や

連
絡
事
項
を
伝
え
て
も
ら
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
役

員
が
決
裁
を
し
た
り
指
導
を
し
た
り
す
る
こ
と
は

せ
ず
、
講
習
や
決
裁
な
ど
は
全
て
講
長
で
あ
る
阿

部
師
や
詠
範
資
格
を
持
つ
真
智
子
さ
ん
が
な
さ
っ
て

い
ま
す
。
秋
桜
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
寺
族
の
皆
さ

ん
も
、
指
導
・
決
裁
は
や
は
り
、
講
長
・
寺
族
が
行

う
べ
き
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
指
導
す
る
役
割
を
担
う
寺
族
と
し
て
会
に
所

属
す
る
な
か
で
、
指
導
者
と
し
て
の
研
鑽
・
情
報
共

有
の
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

講
に
参
加
さ
れ
た
、
と
り
わ
け
初
心
の
講
員
さ
ん

を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る
か
、
ど
う
や
っ
て
梅
花
講
に

引
き
込
む
か
に
は
、
ど
の
講
も
心
を
砕
か
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
年
齢
的
に
も

多
様
化
す
る
講
員
さ
ん
に
合
わ
せ
た
、
夜
の
講
習

な
ど
の
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
年
会
や
、
対
外
的
な
大
会
へ
の
参
加

だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
そ
の
後
に
余
興
や
行
楽
な
ど

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

た
り
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

◯
梅
花
講
運
営
の
課
題
と
今
後
の
展
望

　

寺
院
の
運
営
に
お
い
て
、
掃
除
や
行
事
補
佐
に

は「
デ
イ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
、
古
く
か
ら
の
家
単
位

で
の
お
手
伝
い
も
残
り
ま
す
が
、
多
く
の
梅
花
講

員
も
関
わ
っ
て
く
れ
て
お
り
、
ま
た
、
仏
教
・
禅
の

教
え
に
親
し
む
機
縁
と
な
っ
て
き
た
庄
内
地
方
の

「
梅
庄
講
」。

　

そ
の
背
景
に
は
通
夜
念
仏
を
担
う「
念
仏
講
」が

あ
り
、
念
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
の「
家（
イ
エ
）」
単
位
の

役
割
で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
役
割
を「
ヤ
ヤ
ク
」（
家

役
）と
し
て
そ
の「
イ
エ
」を
代
表
す
る
女
性
が
担
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
定
の
年
齢（
70
代
が
多

い
と
の
こ
と
）に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
イ
エ
の

次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、少
子
化
に
よ
る
若
年
世
代
の
人
口
減
に
よ
り
、

講
員
数
は
微
減
の
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

若
い
世
代
の
中
に
は
、
ご
詠
歌
を
全
く
新
し
い
カ
ル

チ
ャ
ー
と
し
て
と
ら
え
、
一
旦
始
め
て
み
る
と「
梅

花
っ
て
楽
し
い
！
」
と
、
ガ
ラ
リ
と
認
識
が
変
わ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
秋
桜
会
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
梅
花
と
仏
教
讃
歌
等
の
歌
を
両
方
楽
し
め
る

機
会
を
作
っ
て
は
」「
近
年
、
仏
教
を
わ
か
り
易
く
説

い
て
い
る
梅
花
流
詠
讃
歌
が
海
外
で
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
目
を
向
け
、
海
外
で
梅
花
流
詠
讃
歌
を

発
展
さ
せ
、
そ
れ
を
日
本
に
逆
輸
入
し
て
は
」「
ま
ず

は
、
梅
花
流
詠
讃
歌
を
、
全
て
の
年
齢
層
の
人
々
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う

な
ど
、
柔
軟
な
取
組
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
」な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
梅

花
は
始
め
て
み
る
と
楽
し
い
」だ
か
ら
こ
そ
、「
い
か

に
梅
花
に
親
し
み
、
取
り
組
む
機
会
を
作
る
か
」が

課
題
で
あ
る
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

◯
お
わ
り
に

　
「
通
夜
念
仏
」
と
い
う
、
全
国
的
に
は
珍
し
い
葬

送
儀
礼
が
残
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
庄
内
地
方
で
の

梅
花
講
の
発
展
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、「
梅
花
講
」が

本
来
持
っ
て
い
た
魅
力
や
運
営
の
秘
訣
が
、
今
も
息

づ
い
て
い
ま
す
。
講
員
数
の
減
少
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
、
庄
内
地
方
の「
梅
花
講
」に
そ
の
原
点
を

見
た
こ
と
と
同
時
に
、
少
子
化
な
ど
に
よ
る
若
年

層
の
参
加
率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
全
国
共
通
の
課

題
と
し
て
、
そ
の
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
連
載
に
お

い
て
は
、
そ
の
参
考
と
す
べ
く
、
他
教
団
の「
講
」

的
組
織
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
す

る
予
定
で
す
。

　
　

取
材
・
文
／
広
報
委
員
長　

長
岡
俊
成

　
　

監
修
／
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

専
任
研
究
員　

平
子
泰
弘

秋桜会の皆さん
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平
成
26
年
３
月
10
日
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊

逮
夜
法
要
が
福
島
県
伊
達
市
成
林
寺
様
に

て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
11
日
の
各
被
災
地
正
当
供

養
へ
の
足
掛
か
り
に
、
全
国
各
地
よ
り
超
宗
派
の

青
年
僧
侶
が
福
島
に
参
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
願

い
」・「
祈
り
」を
手
向
け
ま
し
た
。
ご
参
集
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
各
団
体
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
よ
り
３
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。「
も
う
３
年
」、「
ま
だ
３
年
」。
無
常
の
時
の
中
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
を
廻
ら
し
、「
今
」
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

今
も
な
お
26
万
人
以
上
の
方
が
た
が
地
元
を
離

れ
避
難
生
活
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
被
災
地
の

方
が
た
が
一
番
に
不
安
に
思
う
こ
と
は
「
忘
れ
去

ら
れ
る
こ
と
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
震
災
直

後
に
は
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
入
り
、

毎
日
の
様
に
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
少
し
ず
つ
、
し
か
し
確
実
に
減
っ
て
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

人
間
の「
慣
れ
」と
言
う
の
は
良
い
面
も
悪
い
面

も
あ
り
、
あ
れ
ほ
ど
「
明
日
は
我
が
身
」
と
防
災

グ
ッ
ズ
を
そ
ろ
え
身
構
え
て
居
た
の
が
3
年
の
内

に
薄
れ
、
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
様
に
と
枕
元
に

有
っ
た
物
が
徐
々
に
少
な
く
な
り
ま
す
。
震
災
の

記
憶
を
忘
れ
ず
に
想
い
続
け
る
た
め
に
は
、
継
続

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
地
道
な
広
報
活
動

が
、
今
後
5
年
10
年
、
い
や
も
っ
と
も
っ
と
先
ま

で
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
地
元
で
復
興
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
る
商
店
や
メ
ー
カ
ー
さ
ん
を
訪
ね

つ
つ
、「
東
北
に
行
く
と
楽
し
い
」「
新
鮮
な
魚
介
類

が
美
味
し
い
」「
東
北
の
大
自
然
が
素
晴
ら
し
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
く
活
動
で
す
。
団
体

で
も
個
人
で
も
そ
の
場
で
は
小
さ
な
力
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
楽
し
い
事
、
美
味
し
い
物
、
素
晴
ら

し
い
物
を
お
土
産
と
し
て
1
つ
持
ち
帰
る
こ
と

で
、
そ
の
点
が
や
が
て
大
き
な
円
（
縁
）
に
な
り
、

た
く
さ
ん
の
人
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
長
期
に
渡
る
被
災
地
支
援
が
可
能
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
重
な
っ
た
い
く
つ
か
の
円
が
偶
然
作
る
花
模

様　

出
会
い
も
同
じ
縁
と
言
う
か
ら
僕
に
も
笑
顔

の
花
が
咲
い
た
よ
」
私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。
無

造
作
に
何
度
も
書
か
れ
た
円
の
中
、
偶
然
重
な
り

合
う
事
で
出
来
た
花
の
模
様
、
人
と
人
の
出
会
い

も
同
じ
よ
う
に
縁
と
言
う
の
だ
か
ら
あ
な
た
と
の

出
会
い
で
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
、
被
災
者
全
体
の
復
興
が
最
終
目
標
で

す
が
そ
の
為
に
は
先
ず
1
対
1
の
会
話
か
ら
で

す
。
私
も
微
力
な
が
ら
縁
の
一
部
と
な
り
1
人
で

も
多
く
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
邁
進
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
逮
夜
法
要
当
日
は
、

受
付
補
佐
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
屋
外
で

受
付
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
時
折
雪
が
ち
ら
つ
き

風
も
強
い
こ
と
も
あ
っ
て
ガ
タ
ガ
タ
と
体
が
震
え

「
寒
い
寒
い
」
と
呪
文
の
様
に
呟
い
て
お
り
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
3
年
前
の
こ
の
日
、
水
に
濡
れ
暖

を
と
る
火
も
無
く
、
凍
え
る
様
な
寒
さ
の
中
で
、

生
き
る
為
に
耐
え
抜
い
た
方
が
た
が
居
た
の
だ
と

思
い
返
し
た
途
端
に
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
、

合
掌
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
が
た
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
被
災
地
の
早
期
復
興
を
ご
祈
願
い
た
し
ま

す
。

文
／
広
報
委
員　

災
害
復
興
支
援
部
事
務
局

　

担
当　

鬼
頭
大
輝

災害ＭＬは全曹青ホームページ『般若』からご登録いただけます。http://www.sousei.gr.jp/
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■
北
海
道
第
一
宗
務
所
青
年
会

　

40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長　

荒
木
道
宗

　

当
会
40
周
年
に
あ

た
り
、
40
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
委

員
長
の
役
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
周
年
に
お
い
て
過
去
と
未

来
を
繋
げ
、
こ
の
40
年
が
歴
代
の
諸
先

輩
方
の
精
進
に
よ
り
繋
が
っ
て
き
た
こ

と
を
再
確
認
し
、
今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン「
繋

が
る
想
い
が
未
来
を
拓
く
」
の
も
と
、

未
来
を
拓
く
契
機
と
し
て
諸
事
業
を
行

な
う
思
い
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会

　

40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

副
委
員
長　

神
作
紹
道

　

今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
繋
が
る
想
い
が

未
来
を
拓
く
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
全
曹
青
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
が
た
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
携
わ
る
皆
様
が
繋
が
っ
て
い

け
る
よ
う
な
40
周
年
記
念
事
業
を
行
っ

て
参
り
た
い
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

■
北
海
道
第
一
宗
務
所
青
年
会　

　

齋
藤
秀
光

　

今
期
、
40
周
年

記
念
事
業
実
行
委

員
の
任
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
齋
藤

秀
光
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
は
青
少
年
教
化
・
傾
聴
研

修
・
一
般
対
象
・
記
念
式
典
・
記
念
誌

事
業
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
多
岐
に
わ

た
る
周
年
事
業
が
次
世
代
へ
と
繋
が

り
、
ま
た
未
来
へ
拓
か
れ
る
事
を
切
に

願
い
ま
す
。
浅
学
の
身
で
は
あ
り
ま
す

が
一
期
二
年
と
い
う
限
ら
れ
た
任
期
を

微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
曹
洞
宗
山
梨
県
青
年
会

河
口
智
賢

　

こ
の
度
貴
重
な
ご

法
縁
を
賜
り
40
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員

を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
期
二
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間

の
中
で
節
目
で
あ
る
記
念
事
業
を
通

じ
、
全
国
の
青
年
会
員
の
皆
様
に
広
く

我
々
の
活
動
を
周
知
し
、
諸
老
師
方
よ

り
繋
が
れ
て
き
た
想
い
を
更
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
日
々
研
鑽
し
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

 

■
新
潟
県
曹
洞
宗
青
年
会

永
島
昌
英

　

今
期
、
40
周
年
記

念
事
業
委
員
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
、
永
島

昌
英
と
申
し
ま
す
。
10
年
に
一
度
の
特

別
な
出
会
い
に
感
謝
し
て
、
周
年
事
業

委
員
の
仲
間
た
ち
と
よ
り
よ
い
活
動
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
愛
知
県
第
二
宗
務
所

　

東
三
河
曹
洞
宗
青
年
会

渡
邊
亮
弘

　

今
20
期
、
全
曹
青

40
周
年
と
い
う
節
目

に
、
記
念
事
業
委
員

と
し
て
ご
縁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
の
些
少
な
力
で
は
何

も
の
に
も
成
り
得
ま
せ
ん
が
、
全
曹
青

の
皆
様
・
全
国
各
地
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
れ
ば
大
き
な
何
か
が
生
ま
れ
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。
残
り
の
任
期
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
行
事
が
円
成
す
る
よ
う

に
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
大
阪
曹
洞
宗
青
年
会

加
藤
月
海

　

こ
の
度
40
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

加
藤
月
海
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
40
周
年
と
い
う
会
い
難

き
勝
縁
に
巡
り
会
え
た
事
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
全
曹
青
へ
は
初
め
て
の
参
加

と
い
う
事
も
あ
り
、
右
往
左
往
し
な
が

ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
発
足
以
来
、
先

輩
諸
老
師
よ
り
繋
が
れ
て
き
た
想
い
で

未
来
を
拓
い
て
行
け
る
よ
う
、
益
々
精

進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

■
曹
洞
宗
鳥
取
県
青
年
会

岸
本
隆
志

　

40
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
に
参
加

し
て
お
り
ま
す
鳥
取

県
青
年
会
岸
本
隆
志

と
申
し
ま
す
。
荒
木
委
員
長
の
元
、
委

員
の
皆
様
と
協
力
し
、
事
業
の
円
成
に

向
け
て
、
甚
だ
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
尽
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

■
四
国
地
区
曹
洞
宗
青
年
会

川
本
哲
志

　

今
般
、
40
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
の

任
を
拝
し
ま
し
た
。

基
よ
り
不
徳
菲
才
の

身
は
自
知
し
て
居
り
ま
す
。
如
何
程
の

御
役
に
立
ち
ま
す
か
と
危
惧
致
し
て
お

り
ま
す
が
、
諸
師
方
の
御
指
導
を
あ
お

ぎ
、
微
力
な
が
ら
躬
を
竭
く
す
所
存
で

お
り
ま
す
。
全
曹
青
発
足
時
か
ら
の
諸

先
輩
方
の
40
年
の
先
蹤
を
崇
敬
し
、
今

日
こ
こ
に
あ
る
恩
徳
深
き
因
縁
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

■
宮
崎
県
曹
洞
宗
青
年
会

野
田
志
裕

　

初
め
て
の
全
曹
青

参
加
に
も
拘
わ
ら

ず
、
40
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
に
拝
命

さ
れ
、
法
縁
の
尊
さ
に
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
想
い
を
繋
げ
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　今号の2大特集は、共に「繋がる」
をテーマにしました。
　ともすると、お寺とお檀家さんたち
の関係は、それぞれの家を代表する
女性に偏りがちですが、今号の表紙
では、前号で登場したおばあさんの
家のお嫁さんと小さなお孫さん（役）
に登場いただき、托鉢の合間で生ま
れた、ふとした「繋がった」場面を描き
ました。
　托鉢という、古来から受け継がれ
てきた修行の中で、子どもとふと目が
合ったことで生まれた「小さな繋が
り」。その小さな種が、いつの日か仏
縁へとつながっていくかもしれない
…。そんな希望をいただきながら、
雲水はこれからも旅を続けてまいり
ます。

表紙撮影／谷杉アキラ氏（函館市）
協力／曹洞宗　慈眼山広徳寺

■表紙の話

　私はパンが好きです。
　ある日の事、焼き立ての時間を
狙って近所のパン屋に行き、帰り
道ウキウキした気分で車を走らせ
ていましたら、前の車の青年運転
手が窓から顔を出し、噛んでいた
ガムを道路に吐き出しました。ふ
む…。
　たった１個のガムで気分が悪く
なることもあります。もしかした
ら青年もなにか嫌なことがあって
イライラしていたのかもしれませ
ん。想いを繋げるというのは、た
とえ小さな町の中だけでも難しい
事なのだと痛感しました。
　「世界中の想いを一つにする為
に努力しなければ！」とピザパン
をかじりながら誓いを立てました。

（広報委員　加藤芳憲）

参加申込はHP『般若』（http://www.sousei.gr.jp/）からお願いいたします。

全国曹洞宗青年会40周年記念事業

『傾聴研修会』のご案内

当全国曹洞宗青年会も第20期の任期となり、40周年の節目を迎え
ることとなりました。ひとえに先輩諸老師・会員諸師の皆様のご

精進・ご協力の賜物と感謝の念に耐えません。当全国曹洞宗青年会は
この40周年を記念して下記の日程にて『傾聴研修会』を開催致します。
　今回、福島において開催する研修会では“声なき声に耳を澄ます”と
いうテーマで行います。傾聴の基礎を学ぶ中で青年僧侶同士の意識の
共有を図り、また発災から4年目の被災地の現状を捉えなおす機会に
なればと考えます。
　ご多忙中とは存じ上げますが、是非ともご参集くださいますよう、お
願い申し上げます。

記

日時	 平成26年6月25日（水）
	 　12：00受付 （13：00開講式・研修〜 20：00）
	 平成26年6月26日（木）
	 　9：00 〜 12：00散会
場所	 ホテル辰巳屋	 福島県福島市栄町5-1 
		  Tel 024-522-5111
駐車場	 辰巳屋地下駐車場をご利用ください。（高さ制限1.8ｍ）
	 満車の時は近隣の有料駐車場をご利用下さい。
参加費	 5,000円
参加定員	 80名（会場の都合により、定員になり次第締め切らせ

ていただきます。）
威儀	 改良衣（受講中は作務衣も可）にてお願い致します。
持物	 筆記用具等をお持ちください。

主催	 全国曹洞宗青年会
	 40周年記念事業実行委員会
	 『観世ふぉん』特別委員会


